
も く じ 

議会だより 

土佐清水市職員募集 

あしずりまつりスナップ 

議会だより 

土佐清水市職員募集 

あしずりまつりスナップ 

 4 ～ 

15 

16

 4 ～ 

15 

16
五穀豊穣めぐみの秋  五穀豊穣めぐみの秋  
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平成21年 

No. 431

9



221 9

日　時　平成21年9月6日（日） 

　　　　　午前9時00分～正午（予定） 

場　所　土佐清水市西町　 

　　　　　県合同庁舎前 

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で 

　
開
通
式
典
！ 

総
合
防
災
訓
練 

　
　
　
を
行
い
ま
す
。 

以布利 以布利 以布利 バイパス開通 バイパス開通 バイパス開通 
　
さ
る
８
月
２
日
、
国
道
321
号

以
布
利
バ
イ
パ
ス
の
開
通
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
以
布
利
バ
イ
パ
ス
は
、
高
知

県
が
１
９
９
５
年
か
ら
整
備
を

す
す
め
て
い
た
も
の
で
、
全
長

2.16
キ
ロ
の
長
さ
で
す
。 

　
式
典
に
は
、
尾

知
事
を
は

じ
め
、
杉
村
市
長
ら
約
80
名
が

出
席
し
、
通
り
初
め
を
行
い
ま

し
た
。 

　
幡
陽
小
学
校
の
手
前
か
ら
ま

っ
す
ぐ
に
伸
び
る
道
、
そ
の
途

中
に
は
、
真
夏
の
陽
射
し
を
浴

び
た
、
以
布
利
集
落
と
太
平
洋

が
一
体
化
し
た
美
し
い
風
景
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
新
し
い
バ
イ
パ
ス
が
、

こ
れ
か
ら
の
土
佐
清
水
市
の
地

域
産
業
の
発
展
や
観
光
振
興
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

　
土
佐
清
水
市
で
は
、
南
海
地
震
に
よ
る
被
害
を
想
定
し

た
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。 

　
こ
の
訓
練
は
、航
空
自
衛
隊
・
消
防
署
員
等
に
よ
る
情
報

の
収
集
や
伝
達
、倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
出
、被
災
者
の
応
急

手
当
、被
災
者
の
搬
送
な
ど
を
総
合
的
に
行
う
も
の
で
す
。 

※
防
災
訓
練
当
日
は
、
会
場
周
辺
に
お
い
て
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
等
に
よ
る
騒
音
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
訓
練
の
目
的
を
ご

理
解
の
上
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

総務課　総務・南海地震対策係 
tel　82-1134（直通） 
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見 本 

見 本 

定額給付金の 

申請は 

お済みですか？
 

申請はお済みですか？ 

ご使用はお早めに！ 

お問合せ先：８２－０２７９ 

市役所定額給付金室 
Tel ８２－２０１２ 

定 額 給 付 金 

プレミアム商品券 姉妹都市の子ども達と 
スポーツ交流 

姉妹都市の子ども達と 
スポーツ交流 
　今年も８月７日から姉妹都市・豊見城市のスポー

ツ交流団（団長・瀬長 満 豊見城市教育長）総勢21名

が訪れ、川遊びやあしずりまつりを楽しみました。 

　８日は、下ノ加江で川遊びやバーベキューを楽し

んだ後、あしずりまつりの会場へ。 

　残念ながら、新型インフルエンザ騒動でエイサー

踊りの合同練習ができず披露していただくことは

できませんでしたが、子ども達はお祭り会場での買

い物や花火に大喜びでした。 

　次の日予定されていた「第22回郵YOU杯少年野

球大会」が中止となり、ドッジボールでの交流とな

りました。 

　土佐清水プレミアム商品券は、10月31日

を過ぎますと無効となりますので、土佐清

水プレミアム商品券をお持ちの方は、有効

期限までに必ずご使用下さい。 

　９月25日が過ぎると定額給付金を受け

る権利がなくなりますので申請がお済み

でない方は、早めに申請をお願いします。 

　申請用紙等を紛失された場合は、再発

行いたしますので右記までご連絡ください。 以布利 以布利 

10
有 効 期 限 

（土） 31

9
有 効 期 限 

（金） 25



６
月
定
例
会
の
概
要 

　
６
月
定
例
会
は
、
６
月
30
日
か
ら

７
月
15
日
ま
で
の
16
日
間
の
会
期
で

開
会
し
、
市
長
か
ら
、
議
案
８
件
、

同
意
案
４
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
初
日
に
は
、
全
国
市
議
会
議
長
会
、

四
国
市
議
会
議
長
会
か
ら
の
特
別
表

彰
、
感
謝
状
の
伝
達
式
を
行
な
っ
た

後
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
人
事
案
件
に
つ
い
て
同
意
し
、

ま
た
議
会
の
会
議
時
間
を
午
後
５
時

ま
で
と
す
る
「
土
佐
清
水
市
議
会
会

議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の

制
定
に
つ
い
て
」
全
会
一
致
で
可
決

い
た
し
ま
し
た
。 

　
一
般
質
問
は
、
７
月
６
日
か
ら
８

日
の
３
日
間
行
わ
れ
、
12
人
の
議
員

が
質
問
に
立
ち
、
新
市
長
の
政
治
姿

勢
や
先
に
行
な
わ
れ
た
市
長
選
挙
の

公
約
等
に
つ
い
て
質
問
戦
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。 

　
最
終
日
に
は
、
市
長
提
出
の
８
議

案
に
つ
い
て
、
採
決
し
、
す
べ
て
原

案
の
と
お
り
可
決
。
議
会
推
薦
の
農

業
委
員
会
委
員
に
つ
い
て
決
定
し
た

後
、
追
加
提
案
の
あ
っ
た
教
育
委
員

会
委
員
（
２
名
）
、
副
市
長
の
選
任
に

つ
い
て
同
意
い
た
し
ま
し
た
。 

　
議
員
か
ら
は
、「
『
協
同
労
働
の
協

同
組
合
法
（
仮
称
）
』
の
速
や
か
な
制

定
を
求
め
る
意
見
書
」
、「
杉
村
章
生

市
長
に
対
す
る
問
責
決
議
」
の
２
議

案
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可

決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。 

今
期
定
例
会
初
日
に
次
の
５
名
の
方
へ
伝
達
式
を
行
い
ま
し
た
。 

○
全
国
市
議
会
議
長
会 

　
　
　
瀧
澤
　
満
　
　
議
員
（
10
年
以
上
表
彰
） 

　
　
　
岡
林
　
守
正
　
議
員
（
10
年
以
上
表
彰
） 

　
　
　
仲
田
　
強
　
　
議
員
（
感
謝
状
） 

　
　
　
形
岡
　
一
　
　
議
員
（
感
謝
状
） 

 

○
四
国
市
議
会
議
長
会 

　
　
　
仮
谷
　
進
博
　
議
員
（
12
年
以
上
表
彰
） 

意
　
見
　
書
（
次
の
意
見
書
を
関
係
省
庁
等
に
提
出
し
ま
し
た
。） 

○
「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
法
（
仮
称
）
」
の
速
や
か
な
制
定
を
求
め
る
意
見
書 

 

（
要
旨
）
働
く
も
の
が
出
資
し
あ
い
、
全
員
参
加
の
経
営
で
行
な
う
組
織
で
あ
る
協
同
組
合

　
　
　
　
が
、
働
き
方
に
見
合
っ
た
法
人
格
の
取
得
と
、
労
働
者
と
し
て
法
的
保
護
が
受
け

　
　
　
　
ら
れ
る
よ
う
な
社
会
的
認
知
が
得
ら
れ
る
法
整
備
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

陳
情
の
審
査
結
果
（
閉
会
中
の
継
続
審
査
分
） 

　
　
提
出
さ
れ
た
陳
情
は
、所
管
の
委
員
会
の
審
査
を
得
て
、次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。 

「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
法
（
仮
称
）
」
の
速
や
か
な
制
定
を
求
め
る

意
見
書
に
関
す
る
陳
情
書 

採
　
　
　
択 

第７０号 

形
岡
　
一 
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７
月
６
日
・
７
日
・
８
日
の
３
日
間
、
12
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行 

い
ま
し
た
。 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
・
答
弁
の
中
か
ら
、
要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

一
般
質
問 

井
村
敏
雄
　
議
員 

森
　
一
美
　
議
員 

１
　
市
長
の
公
約
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
「
こ
ん
な
市
政
を
変
え
よ
う
」

西
村
市
政
全
面
否
定
に
つ
い
て 

 

（
答
弁
） 

　
公
約
は
努
力
目
標
で
あ
り
、
希

望
や
願
望
で
太
目
の
主
張
と
な
っ
た
。 

　
「
こ
ん
な
市
政
」
と
い
う
件
は
、

①
市
民
に
対
し
て
態
度
が
高
圧
的

と
聞
い
た
の
で
そ
れ
を
述
べ
た
。

②
職
員
採
用
が
不
明
瞭
で
あ
る
と

随
分
言
わ
れ
た
。
③
職
員
か
ら
ト

ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
多
か
っ
た
と
聞
い
た
。 

 

（
質
問
） 

　
３
・
２
・
１
の
給
料
カ
ッ
ト
に

つ
い
て
、
全
て
承
知
の
上
で
の
公
約

と
思
う
が
、
平
成
22
年
４
月
に
実
施

で
き
る
の
か 

 

（
答
弁
） 

　
給
料
カ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
政
治

的
な
ア
ピ
ー
ル
で
発
言
し
た
が
、

強
制
せ
ず
相
手
と
話
し
合
い
理
解

を
得
て
い
く
。 

 

（
質
問
） 

　
１
４
０
億
円
の
一
般
会
計
予
算
に

つ
い
て
、健
全
財
政
が
堅
持
で
き
る
か
。 

　
上
積
み
さ
れ
た
財
源
の
重
点
配
分
は
。 

 

（
答
弁
） 

　
１
４
０
億
で
は
な
く
、
１
２
０

〜
１
３
０
億
と
言
っ
た
と
思
う
。 

　
１
０
０
年
に
一
度
の
不
況
で
あ
り
、

大
き
く
組
み
た
い
。 

　
あ
る
程
度
自
信
は
あ
る
。 

 

（
質
問
） 

　
職
員
は
現
在
の
給
料
で
生
活
し

て
お
り
、
子
ど
も
の
学
費
や
住
宅

ロ
ー
ン
な
ど
私
生
活
に
影
響
が
出

る
と
思
う
が 

 

（
答
弁
） 

　
職
員
に
つ
い
て
は
弾
力
的
に
実

施
す
る
な
ど
組
合
と
話
し
合
う
こ

と
を
前
提
と
し
た
い
。 

 

（
質
問
） 

　
中
学
校
統
合
に
つ
い
て
教
育
委

員
会
等
で
策
定
し
た
計
画
を
白
紙

撤
回
す
る
権
限
が
あ
る
の
か 

 

（
答
弁
） 

　
白
紙
に
戻
す
権
限
は
な
い
が
、

こ
の
こ
と
も
貫
い
て
主
張
し
た
い
。 

 

（
質
問
） 

　
職
員
給
料
カ
ッ
ト
と
１
４
０
億

円
の
予
算
を
平
成
22
年
度
予
算
の

構
想
に
示
せ
る
か
。
ま
た
公
約
が

実
現
で
き
な
い
と
き
の
責
任
は 

（
答
弁
） 

　
来
年
度
予
算
１
２
０
〜
１
３
０

億
円
は
組
め
る
と
決
意
を
新
た
に

し
て
い
る
。 

　
公
約
の
実
現
で
き
な
か
っ
た
と
き
、

そ
の
様
な
責
任
を
取
る
こ
と
の
な

い
よ
う
努
力
し
た
い
。 

 

２
　
議
員
報
酬
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
市
長
に
議
員
報
酬
カ
ッ
ト
の
権

限
が
あ
る
の
か
、
法
解
釈
は 

 

（
答
弁
） 

　
議
員
報
酬
に
つ
い
て
は
、
地
方
自

治
法
第
２
０
３
条
第
１
項
と
第
４

項
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
市
長
に
議

員
報
酬
の
カ
ッ
ト
の
権
限
は
な
い
。 

　
改
正
条
例
を
上
程
す
る
と
き
は

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
に
か
け
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

３
　
財
政
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
本
市
の
財
力
で
平
成
22
年
度
、

１
４
０
億
の
予
算
を
組
ん
で
黒
字

財
政
が
堅
持
で
き
る
か
。
ま
た
予

算
を
組
む
こ
と
自
体
可
能
か 

 

（
答
弁
） 

　
現
時
点
で
、
22
年
度
の
数
値
的

な
財
政
見
通
し
は
大
変
困
難
。 

　
予
算
計
上
で
き
る
か
、
黒
字
を

堅
持
で
き
る
か
厳
し
い
も
の
と
推

測
す
る
と
こ
ろ
で
す
。 

１
　
環
境
問
題
に
つ
い
て
の

考
え
方
を
問
う 

 

（
質
問
） 

　
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
や
資
源

ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
か 

 

（
答
弁
） 

　
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

は
前
市
長
の
考
え
に
異
存
は
な
い
。 

　
太
陽
光
発
電
設
備
は
今
後
建
築

す
る
公
共
施
設
に
取
り
入
れ
る
等

積
極
的
に
考
え
て
い
き
た
い
。 

　
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
は
国
家

政
策
で
、
地
球
規
模
の
課
題
で
あ
る
。 

　
市
有
林
１
 ,
４
４
１
ha
や
私
有
林

を
活
用
す
れ
ば
と
い
う
試
算
も
な

さ
れ
て
い
る
。 

　
ゴ
ミ
の
減
量
化
を
図
る
中
で
家

庭
で
の
「
も
っ
た
い
な
い
」
教
育

を
徹
底
す
べ
き
で
あ
り
、
資
源
ゴ

ミ
の
活
用
Ｐ
Ｒ
も
大
事
で
あ
る
。 

 

２
　
地
域
再
生
計
画
の
私
案

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か 

 

（
質
問
） 

　
新
市
長
と
し
て
地
域
再
生
計
画

の
私
案
は 

 

（
答
弁
） 

　
癒
し
の
里
づ
く
り
案
は
、
基
本

的
に
賛
成
で
あ
る
。 

　
竜
串
に
子
ど
も
の
国
を
作
る
構

想
が
あ
り
、
ま
た
、
足
摺
岬
で
は

テ
ル
メ
の
吊
り
橋
を
活
用
し
て
林

間
学
校
や
コ
テ
ー
ジ
作
り
に
利
用

で
き
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。 

　
来
年
度
以
降
も
さ
ら
に
体
験
型
、

滞
在
型
の
観
光
を
考
え
て
い
き
た
い
。 

　
前
回
就
任
時
に
ま
と
め
た
シ
ル
バ

ー
タ
ウ
ン
構
想
を
再
検
討
し
、
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
の
増
加
と
老
後
の
癒
し
の
場

や
終
の
棲
家
に
な
る
よ
う
提
案
し
、

人
口
増
加
に
つ
な
げ
た
い
。 

　
商
工
会
議
所
と
話
し
合
い
を
行
い
、

ジ
ョ
ン
万
通
り
作
り
や
通
年
の
地

域
振
興
券
の
発
行
を
考
え
て
い
る
。 

　
進
行
中
の
第
六
次
総
合
振
興
計

画
を
検
討
し
、
学
校
給
食
の
実
施

や
保
育
所
給
食
、
独
居
高
齢
者
の

配
食
も
検
討
し
た
い
。 

　
就
労
機
会
を
求
め
て
い
る
人
た

ち
に
各
種
資
格
取
得
の
為
の
援
助

策
を
考
え
る
。 

 

３
　
市
職
員
の
定
数
と
早
期

採
用
関
係
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
市
職
員
の
定
数
見
直
し
と
消
防

職
員
の
仮
採
用
問
題
に
つ
い
て 

 

（
答
弁
） 

　
西
村
市
政
の
財
政
的
成
果
は
あ

っ
た
と
思
う
が
、
半
面
、
長
期
休

養
や
メ
ン
タ
ル
面
的
な
職
業
病
が

出
て
い
る
の
で
、
職
員
の
労
働
量

が
オ
ー
バ
ー
し
て
い
る
の
で
あ
れ 
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永
野
　
修
　
議
員 

ば
解
消
す
べ
き
で
、
論
理
的
、
科
学

的
に
検
証
し
て
職
員
配
置
を
し
た
い
。 

　
消
防
職
員
の
仮
採
用
問
題
は
市

民
の
安
全
、
安
心
を
守
る
た
め
、

常
時
職
員
定
数
を
維
持
で
き
る
よ

う
に
す
べ
き
で
あ
り
、
新
規
採
用

研
修
期
間
中
は
定
員
外
職
員
と
し

て
採
用
で
き
る
よ
う
制
度
改
正
も

含
め
て
検
討
し
た
い
。 

 

４
　
県
道
土
佐
清
水
宿
毛
線

工
事
早
期
再
開
要
請
に
つ
い
て 

 

（
質
問
）
　 

　
県
道
21
号
線
の
工
事
再
開
要
請

に
つ
い
て 

 

（
答
弁
） 

　
県
道
21
号
線
の
必
要
性
に
つ
い

て
は
認
識
し
て
い
る
の
で
、
下
ノ

加
江
側
の
早
期
工
事
再
開
を
要
請

し
て
い
き
た
い
。 

○
杉
村
市
政
等
に
つ
い
て 

 

１
　
西
村
市
政
に
つ
い
て
　 

 

（
質
問
） 

　
西
村
市
政
の
良
い
と
こ
ろ
は
継

続
す
べ
き
と
思
う
が 

 

（
答
弁
） 

　
西
村
市
政
８
年
間
で
基
本
的
な

失
政
は
な
い
と
思
う
。 

　
良
い
と
こ
ろ
は
勿
論
継
続
し
て

い
く
考
え
で
あ
る
。 

　
継
続
す
べ
き
も
の
、
見
直
す
べ

き
も
の
を
新
年
度
予
算
編
成
に
反

映
さ
せ
た
い
。 

 

２
　
選
挙
公
約
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
本
市
の
農
業
や
漁
業
・
観
光
産
業
・

商
工
業
の
現
状
認
識
と
対
策
に
つ

い
て
問
う 

 

（
答
弁
） 

　
水
産
業
に
つ
い
て
は
魚
価
の
低

迷
や
漁
獲
高
の
減
少
に
苦
し
ん
で

い
る
。 

　
清
水
さ
ば
等
本
市
の
特
徴
を
生

か
し
た
加
工
食
品
を
製
造
す
る
な

ど
魚
価
の
安
定
化
と
漁
業
の
活
性

化
を
図
り
た
い
。 

　
農
業
振
興
に
つ
い
て
も
抜
本
的

に
見
直
す
時
期
に
来
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。 

　
農
業
指
導
が
不
十
分
で
あ
っ
た

と
の
反
省
に
た
ち
本
市
の
特
産
品

の
開
発
を
支
援
し
て
い
く
考
え
で

あ
る
。 

　
観
光
産
業
は
来
年
始
ま
る
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
を
起
爆
剤
に
観
光

政
策
を
推
進
す
る
。 

　
商
業
に
つ
い
て
も
本
市
独
自
の

地
域
振
興
券
な
ど
も
計
画
し
、
買

い
物
は
「
市
内
」
で
の
普
及
を
行

い
市
民
意
識
の
改
革
を
進
め
た
い
。 

 

（
質
問
） 

　
中
学
校
の
統
合
計
画
の
見
直
し

は
何
故
必
要
か 

 

（
答
弁
） 

　
清
水
中
学
校
１
校
へ
統
合
す
る

の
で
な
く
少
な
く
と
も
旧
町
で
１

校
残
す
よ
う
に
計
画
を
変
更
し
た

い
考
え
で
あ
る
。 

　
足
摺
岬
中
学
校
の
よ
う
に
生
徒

数
が
極
端
に
少
な
い
と
こ
ろ
は
統

合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、

足
摺
岬
よ
り
道
路
事
情
が
良
い
三

崎
中
学
校
を
ど
う
評
価
す
る
の
か

等
の
課
題
も
考
え
ら
れ
る
。 

 

（
質
問
） 

　
学
校
給
食
は
何
時
頃
か
ら
行
う

考
え
か
、
運
営
費
用
の
財
源
は
大

丈
夫
か 

 

（
答
弁
） 

　
準
備
も
あ
る
の
で
実
施
は
平
成

23
年
度
頃
と
考
え
て
い
る
。 

　
運
営
経
費
の
う
ち
一
般
財
源
は

５
〜
６
 ,
０
０
０
万
円
位
と
試
算

し
て
い
る
。
十
分
捻
出
可
能
な
金

額
で
あ
る
。 

　
給
食
代
は
四
万
十
市
な
ど
の
状

況
も
参
考
に
検
討
し
た
い
。 

 

（
質
問
） 

　
第
三
セ
ク
タ
ー
社
長
に
は
民
間

人
を
あ
て
る
よ
う
だ
が
意
中
の
人

は
い
る
の
か 

 

（
答
弁
） 

　
意
中
の
人
は
何
人
か
お
り
現
在

対
応
し
て
い
る
。 

　
本
市
で
水
揚
げ
さ
れ
る
魚
を
原

料
に
し
た
商
品
が
好
評
で
あ
る
。 

　
営
業
や
販
売
を
任
せ
ら
れ
る
人

材
を
起
用
す
る
考
え
で
あ
る
。 

（
質
問
） 

　
市
長
は
じ
め
特
別
職
・
職
員
・

市
会
議
員
の
給
料
を
カ
ッ
ト
し
た

い
考
え
の
よ
う
だ
が
、
な
ぜ
カ
ッ

ト
が
必
要
な
の
か 

 

（
答
弁
） 

　
市
職
員
の
給
料
は
人
事
院
勧
告

に
基
づ
き
地
域
給
が
適
用
さ
れ
て

お
り
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

経
済
不
況
の
中
で
市
民
の
暮
ら
し

は
大
変
厳
し
い
の
で
市
民
感
情
を

考
慮
し
１
年
位
の
間
、
市
民
と
共

に
痛
み
を
分
か
ち
合
う
よ
う
提
案

す
る
考
え
で
あ
る
。 

岡
林
幹
造
　
議
員 

１
　
任
期
４
カ
年
に
対
す
る
政

治
姿
勢
と
市
政
運
営
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
市
長
は
、
就
任
早
々
本
市
の
人

口
２
万
人
構
想
を
提
言
さ
れ
た
が
、

今
日
の
厳
し
い
本
市
の
少
子
高
齢

化
と
社
会
環
境
の
中
で
の
人
口
増

に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
施
策
を
示
せ
。 

　
ま
た
、
本
市
の
地
場
産
業
の
活

性
化
に
つ
い
て
の
見
解
を
問
う 

（
答
弁
） 

　
２
万
人
構
想
に
つ
い
て
は
、
職

員
へ
の
訓
示
の
際
の
発
言
で
あ
り
、

す
べ
て
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
は

２
万
人
と
考
え
て
い
る
。 

　
具
体
的
に
は
シ
ル
バ
ー
タ
ウ
ン

構
想
も
含
め
て
の
考
え
が
あ
る
の
で
、

何
年
に
何
人
と
は
い
え
な
い
が
精

一
杯
努
力
し
て
願
望
を
持
っ
て
一

生
懸
命
や
っ
て
い
く
。 

　
地
場
産
業
の
振
興
対
策
に
つ
い

て
は
新
魚
種
や
特
産
品
と
な
る
作

物
の
育
成
な
ど
に
助
成
強
化
策
を

考
え
る
。 

 

２
　
総
合
的
な
地
域
開
発
の
対
策 

 

（
質
問
）
　 

　
定
住
自
立
圏
構
想
の
推
進
は
都

市
圏
へ
の
人
口
流
出
を
食
い
止
め

地
方
圏
の
人
口
の
流
れ
を
創
出
す

る
重
要
な
政
策
課
題
で
あ
る
。 

　
地
方
の
人
口
確
保
や
地
方
の
活

力
と
地
方
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

構
想
を
問
う 

 

（
答
弁
）
　 

　
圏
域
ご
と
に
集
約
と
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
考
え
方
に
基
づ
き
必
要
な

都
市
機
能
を
集
約
的
に
整
備
を
し
て
、

農
林
水
産
業
の
振
興
や
豊
か
な
自

然
環
境
の
保
全
等
を
図
る
な
ど
、
関

係
市
町
村
の
連
携
協
力
に
よ
り
圏

域
全
体
の
活
性
化
を
目
指
し
、
地

域
力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
い
る
。 

　
産
業
振
興
面
で
は
、
平
成
21
年
３

月
に
高
知
県
産
業
振
興
計
画
幡
多

地
域
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、

こ
の
中
で
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
。 
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３
　
幡
多
観
光
圏
構
想
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
四
万
十
・
足
摺
エ
リ
ア
幡
多
観

光
圏
整
備
事
業
と
本
市
と
し
て
の

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
の
観
光
施

策
の
取
り
組
み
、
集
客
対
策
に
つ

い
て
の
見
解
を
問
う 

 

（
答
弁
） 

　
幡
多
地
域
６
市
町
村
で
構
成
す

る
協
議
会
が
圏
域
内
２
泊
３
日
以

上
の
周
遊
ル
ー
ト
の
確
立
を
図
り
、

本
計
画
に
お
け
る
数
値
目
標
と
し

て
計
画
期
間
終
了
時
に
は
集
客
人

口
２
２
０
万
人
を
目
指
し
て
い
る
。 

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
龍
馬
伝
」

を
活
用
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
計

画
し
て
観
光
振
興
を
推
進
す
る
。 

 

４
　
教
育
と
地
域
文
化
の
高
揚
に

つ
い
て 

 

（
質
問
）
　 

　
学
校
は
地
域
文
化
の
重
要
な
殿

堂
で
あ
り
、
今
後
の
小
中
学
校
統

合
問
題
と
学
校
給
食
に
つ
い
て
の

見
解
を
問
う 

 

（
答
弁
） 

　
学
校
は
地
域
の
光
だ
と
思
っ
て

お
り
、
中
学
校
は
旧
町
単
位
で
残

す
よ
う
に
検
討
し
た
い
。 

　
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
親
の

事
情
、
子
ど
も
の
考
え
等
教
育
上

の
効
果
も
考
え
て
実
施
し
た
い
。 

小
川
豊
治
　
議
員 

１
　
市
長
の
政
治
姿
勢
を
問
う 

 

（
質
問
） 

　
市
長
は
選
挙
に
お
い
て
こ
と
あ

る
ご
と
に
市
長
と
「
第
三
セ
ク
タ

ー
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
社
長
の

兼
務
は
し
な
い
と
言
っ
て
い
た
が
、

あ
え
て
非
難
を
覚
悟
の
上
悩
み
に

悩
ん
だ
上
社
長
職
を
選
択
し
た
と

思
慮
さ
れ
ま
す
が
、
在
任
予
定
期

間
を
含
め
市
長
の
真
意
を
伺
い
ま
す
。 

 

（
答
弁
） 

　
選
挙
中
は
市
長
に
な
れ
ば
即
社

長
を
辞
職
す
る
前
提
で
話
を
し
て

い
た
が
、
取
締
役
会
・
対
外
的
信

用
等
を
考
え
て
ま
ず
は
、
布
石
を

敷
い
て
次
の
経
営
者
に
バ
ト
ン
タ

ッ
チ
し
た
い
。 

　
私
の
社
長
職
の
期
間
も
12
月
と

期
限
を
切
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

早
い
う
ち
に
民
間
人
リ
ー
ダ
ー
へ

と
考
え
て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

　
東
南
海
地
震
に
備
え
消
防
庁
舎

の
建
設
は
優
先
的
に
行
う
と
選
挙

戦
で
は
言
っ
て
い
た
が
、
市
長
在

任
中
に
実
現
で
き
る
か
。 

　
ま
た
建
設
地
は
市
内
一
望
の
場

所
が
良
い
と
思
う
が
ど
う
か 

 

（
答
弁
） 

　
選
挙
中
に
最
優
先
に
す
べ
き
課

題
と
し
て
捉
え
た
。 

　
候
補
地
は
前
市
長
か
ら
の
引
き

継
ぎ
も
あ
っ
た
が
現
在
、
民
有
地
・

都
市
計
画
内
の
土
地
２
カ
所
に
絞

っ
て
い
る
。 

　
民
有
地
は
取
得
の
点
で
検
討
が

必
要
で
あ
り
、
都
市
計
画
内
も
文

教
施
設
が
近
く
サ
イ
レ
ン
の
音
等
々
、

鋭
意
検
討
中
。 

　
関
係
課
と
も
検
討
し
、
な
る
べ

く
早
く
結
論
を
出
し
て
、
早
く
建

築
し
た
い
。 

 

（
質
問
） 

　
学
校
統
合
に
つ
い
て
、
私
は
市

内
の
全
中
学
校
を
清
水
中
一
校
に

統
合
す
る
「
統
合
実
施
プ
ラ
ン
」

に
つ
い
て
は
、
本
会
議
を
通
じ
て

反
対
し
て
き
た
経
過
が
あ
る
。 

　
市
長
は
選
挙
戦
で
白
紙
撤
回
と

言
っ
て
き
た
が
い
か
が
か 

 

（
答
弁
） 

　
私
の
任
期
中
の
４
年
間
で
学
校

統
合
は
一
切
し
な
い
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
清
水
中
１
校
へ
の
統

合
は
し
な
い
。 

 

（
質
問
） 

　
特
別
職
の
給
料
３
割
・
管
理
職

の
給
料
２
割
・
職
員
１
割
の
給
料

引
き
下
げ
構
想
で
あ
る
が
、
特
別

職
は
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
に
諮

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。 

　
職
員
は
労
使
交
渉
が
考
え
ら
れ

る
が
、
解
決
方
法
を
問
う
。 

 

（
答
弁
） 

　
特
別
職
に
つ
い
て
は
特
別
職
報

酬
等
審
議
会
に
諮
る
方
法
と
条
例

附
則
で
、
当
分
の
間
、
何
％
カ
ッ

ト
す
る
方
法
が
あ
る
。 

　
職
員
に
つ
い
て
は
厳
し
い
市
民

生
活
を
理
解
し
て
貰
い
た
い
。 

　
職
員
の
理
解
・
協
力
の
メ
ド
が

つ
け
ば
尊
重
し
実
行
す
る
。 

岡
　
宣
男
　
議
員 

○
行
政
の
基
本
的
認
識
と
市
民
へ

　
公
約
し
た
事
業
等
に
つ
い
て 

 

１
　
市
職
員
の
給
料
、
特
別
職
・

議
員
報
酬
の
現
状
と
削
減
案
に

つ
い
て
　 

 

（
質
問
） 

　
職
員
給
料
等
の
決
定
方
法
は
。

　
今
回
の
３
・
２
・
１
割
削
減
は
年

間
幾
ら
に
な
る
か
。
今
回
の
削
減

案
に
つ
い
て
基
本
的
な
考
え
方
は
。 

 

（
答
弁
） 

　
市
職
員
の
給
料
は
国
の
人
事
院

勧
告
に
基
づ
き
議
会
へ
提
案
し
て

決
定
を
し
て
お
り
、
ラ
ス
パ
イ
レ
ス

指
数
は
平
成
20
年
97
・
１
％
で
あ
る
。

　
今
回
の
議
員
・
特
別
職
３
割
、管
理

職
２
割
、
職
員
１
割
の
削
減
額
は
１

年
間
で
２
億
１
 ,
７
０
０
万
円
と
な

る
。　
条
例
改
正
は
必
須
で
あ
り
３
・

２
・
１
割
の
案
を
目
途
に
こ
の
位
な

ら
ば
協
力
で
き
る
と
い
う
案
で
協
議

を
し
た
い
。私
の
分
は
実
行
し
ま
す
。 

　
議
員
報
酬
に
つ
い
て
は
あ
く
ま

で
私
の
政
治
的
ア
ピ
ー
ル
で
あ
り

強
制
は
で
き
な
い
。
県
東
部
で
は

低
い
市
も
あ
り
、
３
日
間
の
質
問

内
容
も
見
な
が
ら
決
め
て
い
き
た
い
。 

 

２
　
学
校
給
食
の
実
施
に
伴
う

運
営
等
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
事
業
費
と
運
営
方
法
は
。
実
施

時
期
は
。
雇
用
人
員
は
ど
の
よ
う

に
な
る
の
か
。
関
係
者
と
十
分
な

協
議
を
す
べ
き
。 

 

（
答
弁
） 

　
教
育
委
員
会
で
は
現
在
具
体
的

な
協
議
は
ま
だ
し
て
い
な
い
。 

　
試
算
を
す
る
と
概
算
事
業
費
６

億
６
 ,
２
０
０
万
円
、
用
地
・
造
成

費
１
億
円
で
合
計
７
億
６
 ,
２
０

０
万
円
が
見
込
ま
れ
る
。 

　
（
株
）
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
基

本
的
に
実
施
で
き
る
こ
と
を
確
認

で
き
た
の
で
会
社
で
実
施
で
き
る

方
向
で
関
係
者
と
協
議
を
す
る
。 

　
雇
用
は
加
工
で
６
〜
10
人
、
配

送
で
３
〜
５
人
、
学
校
現
場
で
20

人
計
35
人
程
度
が
見
込
ま
れ
る
。 

　
会
社
は
給
食
も
や
る
前
提
で
機

能
を
備
え
て
お
り
、
独
居
高
齢
者

へ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
も
可
能
と
思

わ
れ
る
の
で
関
係
者
の
了
解
を
と

る
手
続
き
は
万
全
に
実
行
す
る
。 
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西
原
強
志
　
議
員 

仮
谷
進
博
　
議
員 

１
　
新
市
長
の
政
治
姿
勢
に

つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
市
長
は
、
市
政
運
営
を
ど
の
よ
う

な
ス
タ
ン
ス
で
推
進
し
て
行
く
の
か 

　 （
答
弁
） 

　
今
回
の
当
選
に
あ
た
り
心
を
引
き

締
め
て
原
点
に
か
え
っ
て
や
り
た
い
。 

　
各
戸
を
回
る
中
で
、
市
民
生
活

の
不
満
、
西
村
市
政
へ
の
不
満
等
々

そ
の
裏
返
し
が
期
待
と
し
て
あ
る
。 

　
こ
れ
ら
の
責
任
は
重
大
で
あ
る

と
感
じ
て
お
り
「
清
潔
・
公
正
・

市
民
参
加
」
の
市
政
で
、
特
に
市

民
参
加
を
貫
き
た
い
。 

 

２
　
選
挙
公
約
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
選
挙
公
約
の
推
進
に
つ
い
て 

 

（
答
弁
） 

　
基
本
的
に
５
つ
の
約
束
（
消
防
庁

舎
の
改
築
、
学
校
給
食
は
な
る
べ
く

早
く
実
施
、
退
職
金
は
ゼ
ロ
等
）
、
６

つ
の
政
策
（
中
央
町
商
店
街
の
活

性
化
、
若
者
の
雇
用
対
策
、
漁
業

振
興
、
シ
ル
バ
ー
タ
ウ
ン
構
想
、

観
光
振
興
等
）
や
８
つ
の
項
目
い

ず
れ
も
任
期
中
に
実
施
、
あ
る
い

は
着
手
し
た
い
。 

　 （
質
問
） 

　
消
防
庁
舎
の
改
築
に
つ
い
て 

 

（
答
弁
） 

　
候
補
地
を
民
有
地
、
都
計
区
域

内
と
２
カ
所
に
絞
ろ
う
と
し
て
い
る
。 

　
用
地
買
収
や
文
教
施
設
等
国
道

の
改
修
時
期
も
含
め
て
検
討
中
、

来
年
度
に
着
工
し
た
い
。 

　 （
質
問
） 

　
学
校
給
食
の
取
り
組
み
手
順
等
に

つ
い
て 

 

（
答
弁
）
　 

　
父
兄
、学
校
、元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

な
ど
市
民
参
加
を
含
め
て
、
ほ
と
ん

ど
の
計
画
を
網
羅
し
て
い
く
よ
う
な

組
織
を
早
急
に
作
り
取
組
み
し
た
い
。 

 

（
質
問
） 

　
特
別
職
等
の
給
料
の
削
減
に
つ
い
て 

 

（
答
弁
） 

　
特
別
職
等
は
、
特
別
職
報
酬
等

審
議
会
に
諮
る
か
ど
う
か
も
含
め
、

議
会
終
了
後
に
検
討
し
た
い
。 

 

（
質
問
） 

　
議
員
報
酬
の
削
減
に
つ
い
て 

 

（
答
弁
） 

　
基
本
的
に
は
、
特
別
職
報
酬
等
審

議
会
に
か
け
一
体
ど
の
く
ら
い
が
適

当
か
そ
の
答
申
を
得
て
、
執
行
部
か

ら
ど
う
い
う
提
案
を
議
会
に
出
す
か
、

ご
指
摘
も
踏
ま
え
検
討
し
た
い
。 

 

（
質
問
） 

　
市
長
の
退
職
金「
ゼ
ロ
」に
つ
い
て 

 
（
答
弁
） 

　
基
金
を
考
慮
し
た
条
例
案
を
９

月
議
会
へ
提
案
し
た
い
。
例
え
ば

赤
ち
ゃ
ん
基
金
の
よ
う
な
使
い
方

が
出
来
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

　
職
員
の
給
料
カ
ッ
ト
に
つ
い
て 

 

（
答
弁
） 

　
政
治
的
ア
ピ
ー
ル
と
し
て
３
・
２
・

１
と
言
っ
た
の
で
あ
り
、強
制
で
は
な

く
１
年
間
な
ら
こ
の
く
ら
い
な
ら
と

い
う
額
を
話
し
合
っ
て
実
施
し
た
い
。 

 

３
　
市
民
の
声
と
し
て 

 

（
質
問
） 

　
庁
舎
の
内
外
等
の
清
掃
及
び
改

善
策
に
つ
い
て
　 

 

（
答
弁
） 

　
庁
舎
内
外
を
問
わ
ず
整
理
整
頓

は
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。 

　
予
算
措
置
も
必
要
と
考
え
ら
れ

ま
す
が
管
理
職
等
の
草
刈
な
ど
の

清
掃
も
継
続
し
な
が
ら
市
民
に
不

快
感
持
た
れ
な
い
環
境
整
備
に
努

め
た
い
。 

１
　
市
長
は
選
挙
公
約
を
実

現
で
き
る
の
か 

 

（
質
問
） 

　
給
料
カ
ッ
ト
は
、い
つ
か
ら
、ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か 

 

（
答
弁
） 

　
市
民
に
は
仕
組
み
が
よ
く
わ
か

っ
て
な
い
こ
と
も
あ
り
、
き
ち
ん

と
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
は
思

う
が
、
不
利
益
を
被
る
人
の
こ
と

も
考
慮
し
、
来
年
か
来
年
度
か
ら

の
１
年
と
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

　
中
央
町
商
店
街
を
ア
メ
リ
カ
の

姉
妹
都
市
フ
ェ
ア
へ
ブ
ン
に
模
し

て
「
ジ
ョ
ン
万
通
り
」
と
す
る
こ
と

は
実
現
可
能
な
の
か 

（
答
弁
） 

　
中
央
町
と
の
話
し
合
い
が
大
前

提
で
あ
る
が
、
街
づ
く
り
の
補
助

金
を
活
用
す
れ
ば
可
能
な
よ
う
で

あ
る
の
で
、
い
く
ら
ぐ
ら
い
か
設

計
を
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

　
あ
し
ず
り
港
で
の
大
型
釣
り
堀
・

新
鮮
な
魚
介
類
を
そ
の
場
で
焼
い

て
食
べ
る
観
光
磯
焼
き
、
竜
串
で
の

子
ど
も
の
国
公
園
等
の
観
光
振
興

へ
の
青
写
真
は
描
け
て
い
る
の
か 

 

（
答
弁
） 

　
釣
り
堀
は
あ
し
ず
り
港
の
群
像

東
側
部
分
で
の
実
施
を
考
え
て
い
る
。 

　
観
光
磯
焼
き
は
海
の
駅
に
ウ
ッ

ド
デ
ッ
キ
を
作
り
、
バ
イ
キ
ン
グ

形
式
の
食
事
の
提
供
、
七
輪
で
地

元
で
取
れ
た
も
の
を
焼
く
と
い
っ

た
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。 

　
子
ど
も
の
国
は
海
洋
館
向
か
い

北
側
の
駐
車
場
を
活
用
し
て
、
危

険
で
な
い
小
動
物
の
飼
育
や
タ
ッ

チ
ン
グ
も
可
能
と
し
、
ま
た
小
さ

い
子
ど
も
も
楽
し
め
る
遊
具
を
置

い
た
り
、
半
日
く
ら
い
は
遊
べ
る

施
設
を
考
え
て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

　
中
学
校
統
合
見
直
し
に
は
、
主
人

公
で
あ
る
生
徒
た
ち
の
将
来
を
考

え
た
協
議
が
必
要
で
は
な
い
か 

 

（
答
弁
） 

　
教
育
委
員
会
の
答
申
の
尊
重
は

当
然
で
あ
る
が
、
地
域
文
化
の
シ

ン
ボ
ル
が
な
く
な
る
こ
と
に
対
す 

３
　
公
資
金
で
市
独
自
の
公
共

事
業
の
実
施
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
直
近
の
本
市
の
財
政
比
率
は
。

具
体
的
な
計
画
事
業
は
。
財
源
の

見
込
み
は
。 

 

（
答
弁
） 

　
年
間
予
算
で
１
２
０
億
〜
１
３

０
億
円
の
予
算
計
上
を
し
た
い
。 

　
新
過
疎
法
な
ど
の
有
利
な
事
業
を

導
入
し
一
般
財
源
を
少
な
く
し
た
い
。 

　
単
独
事
業
で
は
旧
中
浜
可
燃
物

処
理
場
、
旧
体
育
館
の
取
り
壊
し

跡
地
に
中
央
公
民
館
の
移
転
も
検

討
を
し
た
い
。 

　
国
の
地
域
活
性
化
事
業
は
「
地

方
再
生
の
為
に
や
る
」
と
い
う
意

気
込
み
が
感
じ
ら
れ
る
内
容
で
あ

る
の
で
こ
の
機
会
を
捉
え
市
内
へ

金
を
回
し
た
い
。 
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峯
本
文
男
　
議
員 

１
　
市
長
の
公
約
並
び
に
選

挙
中
の
発
言
に
つ
い
て
　 

 

（
質
問
） 

　
学
校
給
食
に
つ
い
て
問
う 

 

（
答
弁
） 

　
基
本
的
に
は
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
お
願
い
し
た
い
。 

　
学
校
給
食
法
で
栄
養
士
を
置
か

な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、
早
急
に
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。 

 

（
質
問
） 

　
給
料
の
３
割
２
割
１
割
カ
ッ
ト

に
対
す
る
真
意
と
内
容
、
そ
の
根
拠

に
つ
い
て
示
せ 

 

（
答
弁
） 

　
今
回
、
全
戸
訪
問
し
た
中
で
１

０
０
年
に
一
度
の
不
況
で
相
当
な

苦
労
を
し
て
い
る
市
民
の
皆
さ
ん

を
見
て
き
た
中
で
、
私
は
問
題
提

起
と
政
治
ア
ピ
ー
ル
を
込
め
て
言

わ
せ
て
も
ら
っ
た
。 

　
ま
た
給
料
カ
ッ
ト
の
根
拠
は
市

民
の
実
態
と
市
職
員
の
平
均
給
与

の
開
き
が
あ
る
こ
と
で
、
い
く
ら

か
で
も
痛
み
を
分
か
ち
合
っ
て
ほ

し
い
、
と
の
気
持
ち
か
ら
申
し
上

げ
た
。
　 

 

（
質
問
） 

　
議
員
、
特
別
職
、
一
般
職
員
の
給

料
カ
ッ
ト
に
よ
り
そ
の
削
減
額
は

２
億
１
，
７
０
０
万
円
と
の
試
算

だ
が
市
経
済
へ
の
影
響
に
つ
い
て

の
見
解
を
求
め
る 

　 （
答
弁
） 

　
削
減
分
を
他
の
事
業
に
回
す
こ

と
に
よ
り
、
市
内
で
お
金
が
回
し

て
い
け
る
の
で
は
と
考
え
る
。 

 

２
　
人
事
院
勧
告
と
職
員
数
に

つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
最
近
10
年
間
の
職
員
数
の
変
遷

に
つ
い
て
答
弁
を
求
め
る 

 

（
答
弁
） 

　
平
成
11
年
度
４
２
４
名
で
あ
っ

た
職
員
数
は
平
成
20
年
度
は
３
２

３
名
で
あ
り
、
こ
の
10
年
間
に
１

０
０
人
以
上
削
減
さ
れ
て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

　
最
近
10
年
間
の
予
算
規
模
と
事

業
内
容
に
つ
い
て
問
う 

 

（
答
弁
） 

　
平
成
11
年
度
当
初
予
算
は
斎
場

の
建
設
や
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設

等
に
よ
り
１
０
５
億
７
 ,
０
０
０

万
円
余
り
、
西
南
豪
雨
災
害
復
旧

の
始
ま
っ
た
平
成
14
年
度
１
２
１

億
４
 ,
０
０
０
万
円
余
り
、
あ
と

の
年
は
98
億
円
か
ら
91
億
円
と
な

っ
て
お
り
、
こ
の
10
年
間
職
員
が

削
減
さ
れ
た
中
で
、
事
務
事
業
の

充
実
や
新
規
事
業
の
導
入
な
ど
職

員
は
大
変
頑
張
っ
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。 

（
質
問
） 

　
退
職
者
の
勧
奨
制
度
を
復
活
し

て
は
ど
う
か 

 

（
答
弁
） 

　
一
部
で
の
導
入
を
考
え
て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

　
行
政
改
革
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に

つ
い
て
問
う 

 

（
答
弁
） 

　
過
去
の
評
価
を
基
に
時
代
の
流

れ
も
読
み
な
が
ら
思
い
切
っ
た
改

革
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

瀧
澤
　
満
　
議
員 

１
　
足
摺
テ
ル
メ
で
市
民
の
健

康
を
守
れ 

 

（
質
問
） 

　
本
市
唯
一
の
健
康
増
進
施
設
で

あ
る
テ
ル
メ
を
も
っ
と
有
効
活
用

す
べ
き
で
あ
る 

 
（
答
弁
） 

　
元
気
高
齢
者
対
策
と
し
て
、
国

保
事
業
で
継
続
で
き
な
い
か
相
談

し
て
い
る
。 

　
例
え
ば
プ
ー
ル
だ
け
分
離
し
て

市
で
運
営
で
き
な
い
か
積
極
的
に

考
え
て
い
く
。 

 

（
質
問
） 

　
プ
ー
ル
を
利
用
し
て
１
日
７
０

０
円
で
は
な
か
な
か
利
用
で
き
な
い
。

　
料
金
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
も

検
討
願
い
た
い 

 

（
答
弁
） 

　
社
長
と
も
協
議
を
し
、
積
極
的

に
考
え
て
い
く
。 

 

（
質
問
） 

　
打
た
せ
湯
が
休
止
と
な
っ
て
い
る
。 

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
で
は
な
い
か 

 

（
答
弁
） 

　
経
費
面
等
の
事
情
か
ら
休
止
と

な
っ
て
お
り
、
業
務
仕
様
書
に
も
、

「
魅
力
あ
る
事
業
の
実
施
や
利
用

者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め

る
こ
と
」
に
な
っ
て
い
る
が
、
指

定
管
理
者
と
し
て
採
算
性
も
考
え

る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

今
後
双
方
で
協
議
を
し
て
い
く
。 

 

（
質
問
） 

　
多
く
の
市
民
が
プ
ー
ル
を
利
用

し
て
き
た
。 

　
本
市
唯
一
の
健
康
増
進
施
設
と

し
て
、プ
ー
ル
の
存
続
を
図
る
べ
き 

 

（
答
弁
） 

　
プ
ー
ル
は
泳
ぐ
人
も
歩
く
人
も

あ
る
の
で
、
高
齢
者
専
用
ス
ペ
ー

ス
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
る
。
本 

る
地
域
の
思
い
は
ど
う
な
の
か
、

そ
う
考
え
た
と
き
私
の
任
期
中
に

１
校
に
統
合
と
い
う
こ
と
は
あ
り

得
ま
せ
ん
。 

 

（
質
問
） 

　
タ
ウ
ン
構
想
「
老
人
の
ユ
ー
ト
ピ

ア
」「
都
会
人
の
オ
ア
シ
ス
」
等
で
人

口
２
万
人
の
街
を
目
指
せ
る
の
か 

 

（
答
弁
） 

　
尾
浦
半
島
を
本
市
の
売
り
と
し

て
積
極
的
に
活
用
し
、
長
期
構
想

で
夢
を
実
現
す
る
よ
う
全
力
で
取

り
組
み
た
い
。 

　
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
は
２
万
人

と
考
え
て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

　
公
約
は
、
選
挙
戦
よ
り
も
ト
ー
ン

ダ
ウ
ン
し
て
は
市
民
の
目
が
厳
し

い
と
思
う
が
決
意
の
程
を 

 

（
答
弁
） 

　
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
予
想
し
て
い
な

か
っ
た
今
回
の
選
挙
で
あ
っ
て
、

一
大
決
心
を
し
て
の
立
候
補
で
あ

り
ま
し
た
。 

　
無
欲
無
私
で
、
す
べ
て
を
市
民

に
捧
げ
よ
う
と
、
全
力
で
や
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 
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武
藤
　
清
　
議
員 

１
　
杉
村
さ
ん
、再
登
板
で「
こ

ん
な
市
政
」を
ど
う
変
え
ま
す
か 

 

（
質
問
） 

　
先
の
答
弁
で
、
①
西
村
市
政
の

職
員
採
用
の
不
明
瞭
　
②
社
会
情

勢
へ
の
不
満
が
西
村
市
政
へ
の
不

満
　
③
西
村
市
長
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ

ン
手
法
等
が
「
こ
ん
な
市
政
」
の

要
約
と
思
う
が
ど
う
か 

 

（
答
弁
） 

　
そ
れ
で
結
構
だ
。 

 

（
質
問
） 

　
職
員
採
用
の
不
明
瞭
と
は
ど
う

い
う
こ
と
か 

 

（
答
弁
） 

　
私
自
信
が
認
識
を
も
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
噂
で
あ
り
確
証

は
な
い
。 

 

２
　
所
信
表
明
は
30
点
？ 

選
挙
公
約
の
実
現
は
大
丈
夫
!? 

 

（
質
問
） 

　
公
務
員
へ
の
風
当
り
の
強
い
の

は
解
る
が
、
職
員
の
給
料
の
カ
ッ

ト
で
、
市
民
の
痛
み
は
和
ら
ぐ
の

か
職
員
を
犠
牲
に
し
て
の
選
挙
戦

で
は
な
く
、
市
民
生
活
の
向
上
の

政
策
で
の
選
挙
戦
で
あ
る
べ
き
で

は
な
い
か
。 

　
職
員
を
選
挙
の
道
具
に
し
て
は

い
け
な
い 

 

（
答
弁
） 

　
や
ま
し
い
と
こ
ろ
は
な
い
。 

　
決
し
て
間
違
っ
て
い
な
い
。 

　
訴
え
は
正
し
い
と
思
っ
て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

　
予
算
規
模
を
１
２
０
億
〜
１
３

０
億
へ
と
言
う
が
、
今
の
緊
急
景

気
対
策
は
永
久
に
続
く
も
の
で
は

な
い 

　
基
本
に
立
っ
て
の
予
算
編
成
を

す
べ
き
で
は
な
い
か 

 

（
答
弁
） 

　
私
の
主
張
と
変
わ
ら
な
い
と
認

識
す
る
。 

　
こ
の
時
期
に
集
中
的
に
予
算
を

組
み
景
気
回
復
を
図
り
た
い
。 

　
で
き
な
か
っ
た
こ
と
の
カ
タ
を

つ
け
た
い
。 

 

（
質
問
） 

　
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
社
長
職

の
兼
任
が
、
今
い
か
に
重
要
か
と

い
う
こ
と
は
充
分
認
識
さ
れ
た
こ

と
と
思
う
。 

　
今
後
の
誤
り
の
な
い
対
応
と
退

職
出
向
の
常
務
へ
の
全
面
支
援
を

頼
む 

 

（
答
弁
） 

　
信
用
増
幅
、
販
路
拡
大
に
全
力

を
挙
げ
る
。 

　
新
社
長
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
無

給
の
社
長
を
探
す
。 

　
常
務
に
対
し
て
は
全
面
支
援
し

て
い
く
。 

 

（
質
問
） 

　
中
学
校
統
合
は
児
童
生
徒
数
の

推
移
、
校
舎
の
耐
震
構
造
へ
の
課
題
、

学
校
給
食
実
施
へ
の
対
応
、
土
佐
清

水
市
公
共
交
通
あ
り
方
の
検
討
な

ど
を
考
え
た
時
、
中
学
校
１
校
は
当

を
得
て
い
る
と
思
う
が
ど
う
か 

 

（
答
弁
） 

　
政
治
的
感
覚
を
も
っ
て
考
え
る
。

学
校
は
近
い
方
が
よ
い
と
い
う
ス

タ
イ
ル
が
見
え
て
く
る
。 

橋
本
敏
男
　
議
員 

来
の
健
康
保
養
施
設
と
し
て
活
用

で
き
る
よ
う
積
極
的
に
考
え
て
い

き
た
い
。 

 

２
　
選
挙
公
約
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
議
員
報
酬
30
％
減
の
21
万
円
に

す
る
と
い
う
の
は
余
り
に
無
謀
で

は
な
い
か
。 

　
今
後
若
者
が
市
政
に
参
画
で
き

る
の
か 

 

（
答
弁
） 

　
県
東
部
で
は
27 
｜ 
28
万
円
台
の

と
こ
ろ
も
あ
る
し
、
人
口
の
規
模

か
ら
い
っ
て
も
こ
れ
で
い
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
、
そ
う
い
う
個

人
認
識
で
の
発
言
で
あ
り
、
30
％
に

こ
だ
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

（
質
問
） 

　
今
回
の
３
・
２
・
１
の
削
減
に
つ

い
て
、「
禁
じ
手
」
を
使
っ
た
と
思
う
。

　
１
年
で
元
に
戻
す
と
か
、
ボ
ー

ナ
ス
は
除
外
す
る
と
か
、
削
減
率

は
協
議
の
上
と
か
、
か
な
り
の
ブ
レ

が
あ
る 

 

（
答
弁
） 

　
今
、
自
分
の
考
え
方
と
皆
さ
ん

の
反
応
と
、
心
が
揺
れ
て
い
る
状

態
で
あ
り
ま
す
。 

　
議
会
閉
会
後
十
分
検
討
し
、
何

よ
り
も
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
考

え
た
い
。 

 

（
質
問
） 

　
職
員
に
つ
い
て
、
８
年
前
か
ら

１
０
０
人
も
削
減
さ
れ
、
給
与
体

系
に
し
て
も
か
な
り
低
い
も
の
に

な
っ
て
い
る
。 

　
何
で
こ
う
い
っ
た
時
に
10
〜
20

％
削
減
を
打
ち
出
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
理
解
に
苦
し
む 

 

（
答
弁
） 

　
大
変
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
、

市
民
は
苦
し
い
生
活
を
し
て
い
る
。 

　
そ
の
苦
し
み
を
少
し
で
も
わ
か

っ
て
い
た
だ
き
た
い
そ
う
い
う
気

持
ち
で
提
案
し
た
。 

１
　
市
長
の
政
治
姿
勢
に

つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
選
挙
公
約
に
対
す
る
政
治
責
任

の
認
識
を
問
う 

 

（
答
弁
） 

　
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
い
う
の
は
一

種
の
Ｐ
Ｒ
で
あ
り
、
そ
の
政
治
家

の
願
望
・
思
い
を
述
べ
た
も
の
で
、

努
力
目
標
で
あ
る
と
認
識
す
る
。 

 

２
　
選
挙
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の

検
証（
公
約
・
政
策
・
施
策
の
検
証
） 

 

（
質
問
） 

　
（
株
）
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
代

表
取
締
役
は
、
市
長
が
就
任
す
べ

き
で
は
な
い
と
の
基
本
姿
勢
は
変

わ
ら
な
い
の
か 

 

（
答
弁
） 

　
代
表
取
締
役
の
退
任
に
つ
い
て

は
個
人
的
見
解
・
主
張
で
あ
り
ま

し
て
、
12
月
と
い
う
期
限
を
切
っ

た
の
は
あ
く
ま
で
も
自
分
の
思
い

か
ら
で
す
。 

 

（
質
問
） 

　
株
主
総
会
で
６
カ
月
を
目
途
に

代
表
取
締
役
を
退
任
す
る
と
い
う

前
提
で
了
承
さ
れ
た
の
か
、
議
事

録
に
基
づ
く
答
弁
を
求
め
る 

 

（
答
弁
） 

　
株
主
総
会
の
議
事
録
は
市
民
に

は
公
表
す
る
も
の
で
は
な
く
、
会

社
の
利
益
の
た
め
に
損
失
と
な
る

よ
う
な
公
開
は
し
な
い
の
が
原
則

で
あ
る
。 

 

（
質
問
） 

　
（
株
）
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
株

51
％
が
市
民
の
税
金
か
ら
拠
出
さ

れ
て
お
り
、
市
民
が
株
主
の
会
社 
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■
委
員
長
報
告（
要
旨
）
 

  ○
予
算
決
算
常
任
任
委
員
会
 

 １
　
議
案
第
38
号「
平
成
21
年
度
土
佐

清
水
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

に
つ
い
て
」
 

 　
「
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
事
業
委
託
」

に
つ
い
て
 

　
委
員
か
ら
、委
託
先
の
社
会
福
祉
法

人
に
つ
い
て
は
、本
年
４
月
か
ら
元
気

高
齢
者
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
も
委

託
し
て
お
り
、利
用
者
が
混
同
す
る
こ

と
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、本
事
業
と
明

確
に
区
別
す
る
よ
う
要
請
い
た
し
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
本
事
業
に
よ
り
、
３
名
の
職

員
を
雇
用
し
、３
年
間
実
施
す
る
と
の

こ
と
で
す
が
、
こ
の
間
、
職
員
の
資
格

取
得
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、事
業

終
了
後
も
資
格
を
生
か
し
た
業
務
に

従
事
で
き
る
こ
と
。３
年
間
の
状
況
を

見
て
、県
に
も
新
た
な
制
度
の
確
立
に

つ
い
て
要
請
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ

り
了
承
い
た
し
ま
し
た
。 

　
 

　
「
足
摺
テ
ル
メ
コ
ー
ジ
ェ
ネ
機
械

リ
ー
ス
料
」に
つ
い
て
 

　
委
員
か
ら
、
今
回
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ

機
械
使
用
関
連
予
算
に
つ
い
て
は
単

年
度
の
経
費
し
か
計
上
さ
れ
て
な
く
、

契
約
終
了
期
間
ま
で
歳
出
を
伴
う
こ

と
と
な
る
と
、
債
務
負
担
行
為
の
手

続
が
必
要
で
は
な
い
か
と
指
摘
い
た

し
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
を
受
け
、
執
行
部
か
ら
債
務

負
担
行
為
を
追
加
す
る
議
案
の
訂
正

が
あ
っ
た
の
で
了
承
い
た
し
ま
し
た
。
 

　
 

　
「
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
、
パ
ソ
コ
ン
等

備
品
購
入
費
」に
つ
い
て
 

　
委
員
か
ら
、
他
市
町
村
で
個
人
情

報
が
流
出
し
た
事
例
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
パ
ソ
コ
ン
の
管
理
に
つ
い
て
は

十
分
留
意
す
る
よ
う
要
請
い
た
し
ま

し
た
。
 

　
ま
た
、
購
入
に
あ
た
っ
て
は
、
経

済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
を
活
用
す

る
こ
と
か
ら
、
地
元
業
者
に
よ
る
入

札
と
し
、
入
札
条
件
に
つ
い
て
も
市

内
の
多
く
の
業
者
が
参
加
で
き
る
よ

う
配
慮
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
り
了

承
い
た
し
ま
し
た
。
 

　
 

　「
避
難
タ
ワ
ー
設
置
工
事
」に
つ
い
て

　
委
員
か
ら
、
建
設
予
定
箇
所
の
越

地
区
で
は
清
水
保
育
園
児
と
と
も
に

避
難
訓
練
も
行
な
っ
て
い
る
が
、
避

難
タ
ワ
ー
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
地

元
に
も
、
自
主
防
災
組
織
に
も
事
前

の
話
が
な
い
中
で
、
今
回
の
補
正
計

上
に
つ
い
て
は
疑
問
に
感
じ
ら
れ
る

と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
を
受
け
、
今
回
の
補
正
計
上

に
あ
た
り
、
県
補
助
申
請
の
期
間
が

短
く
、
そ
の
た
め
地
元
説
明
の
期
間

が
な
か
っ
た
が
、
議
会
終
了
後
、
地

元
説
明
会
を
開
催
し
、
意
見
を
反
映

し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
り
了

承
い
た
し
ま
し
た
。
 

 

２
　
議
案
第
40
号「
平
成
21
年
度
土
佐

清
水
市
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に

つ
い
て
」
 

 　
「
利
用
者
用
特
殊
浴
槽
購
入
」
に
つ

い
て
 

　
委
員
か
ら
、
購
入
に
あ
た
っ
て
は
、

今
後
長
期
間
使
用
す
べ
き
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
機
能
性
を
重
視
す
る

と
と
も
に
職
員
に
と
っ
て
も
利
用
し

や
す
い
機
種
を
選
定
す
る
よ
う
要
請

い
た
し
ま
し
た
。
 

 ○
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
 

 １
　
議
案
第
42
号「
土
佐
清
水
市
水
産

業
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
」 

 　
当
該
施
設
の
使
用
料
に
つ
い
て
は
、

事
業
費
を
基
準
に
算
定
と
し
て
お
り
、

３
月
議
会
に
上
程
し
た
際
に
は
、事
業

費
が
確
定
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、概

算
で
算
定
し
て
い
た
が
、そ
の
後
工
事

が
完
了
し
、事
業
費
が
確
定
し
た
た
め
、

減
額
の
改
正
を
行
な
う
と
の
こ
と
で

あ
り
ま
す
。 

　
委
員
か
ら
、
こ
の
施
設
は
、
本
市
漁

業
振
興
の
重
要
な
施
設
で
あ
る
こ
と

か
ら
、今
後
、関
係
団
体
と
連
携
し
、本

市
の
経
済
効
果
が
上
昇
す
る
よ
う
運

営
す
る
こ
と
を
要
請
し
、原
案
の
と
お

り
可
決
い
た
し
ま
し
た
。 

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
そ

れ
で
も
議
事
録
の
公
表
は
で
き
な

い
の
か 

 

（
答
弁
） 

　
会
社
の
経
営
に
つ
い
て
話
し
合

う
総
会
の
議
事
録
を
市
民
に
公
開

す
る
こ
と
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。 

 

（
質
問
） 

　
市
長
退
職
金
の
全
額
返
上
に
つ

い
て
、
退
職
金
の
返
上
は
市
長
だ

け
か 

 

（
答
弁
） 

　
退
職
金
の
返
上
は
制
度
と
し
て

で
は
な
く
、
自
分
だ
け
が
担
う
も

の
で
あ
り
、
今
後
に
つ
い
て
継
続

す
る
も
の
で
は
な
い
。 

 

３
　
行
政
人
事
評
価
と
対
価 

 

（
質
問
） 

　
仕
事
に
対
す
る
評
価
と
対
価
に

つ
い
て
基
本
的
な
認
識
を
求
め
る 

 

（
答
弁
） 

　
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
職
員

と
中
に
は
ズ
ッ
コ
ケ
と
い
う
か
、

そ
ん
な
職
員
も
お
り
ま
し
て
、
現

状
と
は
違
う
公
平
な
勤
務
評
定
を

科
学
的
な
メ
ス
も
入
れ
て
実
施
し

た
い
。 

 

４
　
教
育
行
政
に
対
す
る
認
識 

 

（
質
問
） 

　
教
育
委
員
会
は
首
長
か
ら
の
独

立
性
を
基
本
と
す
る
機
関
で
あ
り
、

委
員
会
で
機
関
決
定
し
た
「
小
中

学
校
統
廃
合
プ
ラ
ン
」
を
白
紙
撤

回
と
公
約
す
る
市
長
の
姿
勢
は
い

か
が
な
も
の
か 

 

（
答
弁
） 

　
教
育
委
員
会
の
独
立
性
を
侵
害

す
る
つ
も
り
は
な
く
、
た
だ
自
分

の
主
張
を
述
べ
た
だ
け
で
、
教
育

委
員
会
に
こ
う
し
ろ
、
あ
あ
し
ろ

と
権
限
を
振
り
ま
く
つ
も
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

 
（
質
問
） 

　
小
中
学
校
統
廃
合
プ
ラ
ン
否
定

の
市
長
に
教
育
委
員
会
と
し
て
ど

の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
く
つ
も

り
か 

 

（
答
弁
） 

　
こ
の
プ
ラ
ン
は
民
意
を
反
映
し

た
も
の
で
あ
り
、
課
題
の
中
に
は
、

独
自
で
対
応
す
る
部
分
と
市
長
部

局
と
の
協
議
が
必
要
な
部
分
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
適
時
対
応
し
て
ま

い
り
た
い
。 
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６
月
定
例
会
最
終
日
、
議
員

提
案
に
よ
り
「
杉
村
章
生
市
長

に
対
す
る
問
責
決
議
（
案
）
」

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
問
責
決
議
に
つ
い
て
は
、
議

会
が
そ
の
意
思
を
示
す
決
議
の

１
つ
で
、
地
方
自
治
体
の
首
長

等
の
政
治
責
任
を
問
う
も
の
を

い
い
ま
す
。 

　
憲
法
や
地
方
自
治
法
に
は
問

責
決
議
に
つ
い
て
の
特
段
の
規

定
は
な
く
、
問
責
決
議
案
が
可

決
さ
れ
て
も
、
問
責
の
相
手
に

対
す
る
法
的
拘
束
力
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
道
義
的
責
任
は
免
れ

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
本
件
に
つ
い
て
は
、
提
案
理

由
説
明
の
後
、
討
論
を
行
い
、

採
決
の
結
果
、
挙
手
多
数
で
問

責
決
議
（
案
）
は
可
決
さ
れ
ま

し
た
。 

 

以
下
、
全
文
を
掲
載
し
ま
す
。 

 

去
る
５
月
24
日
執
行
の
土
佐

清
水
市
長
選
挙
に
お
い
て
「
こ

ん
な
市
政
を
変
え
よ
う
」
と
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
た
杉
村

章
生
氏
は
、
５
つ
の
公
約
６
つ

の
約
束
、
さ
ら
に
は
自
身
の
退

職
金
ゼ
ロ
、
三
役
及
び
議
員
の

報
酬
30
％
、
管
理
職
20
％
、
一

般
職
10
％
の
給
与
を
そ
れ
ぞ

れ
カ
ッ
ト
す
る
こ
と
を
表
明
。

ま
た
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
社

長
職
は
兼
務
し
な
い
こ
と
。
市

内
中
学
校
を
１
校
に
統
合
す

る
案
に
反
対
し
、
旧
町
に
１
校

づ
つ
残
す
な
ど
を
公
約
と
し

て
５
，
６
３
１
票
を
獲
得
、
１

５
２
票
差
で
当
選
を
果
た
し
た
。 
 

　
６
月
定
例
会
は
12
名
の
質

問
者
中
11
名
が
選
挙
公
約
に

関
す
る
質
問
戦
と
な
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
明

ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
西
村

市
政
は
職
員
採
用
が
不
明
瞭

で
あ
っ
た
。
社
会
情
勢
へ
の
不

満
が
西
村
市
政
へ
の
不
満
。
西

村
前
市
長
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

方
法
へ
の
反
発
が
「
こ
ん
な

市
政
」
の
要
約
で
あ
る
こ
と
。

給
与
の
カ
ッ
ト
の
強
制
は
し

な
い
し
、
ま
た
で
き
る
と
も

思
っ
て
い
な
い
こ
と
。
社
長

職
の
兼
務
に
つ
い
て
は
認
識

不
足
で
あ
り
、
12
月
ま
で
を

目
処
に
交
代
を
す
る
こ
と
。

中
学
校
統
合
に
つ
い
て
は
白

紙
に
戻
す
権
限
が
市
長
に
は

な
い
こ
と
な
ど
を
答
弁
し
た

の
で
あ
る
が
、
そ
の
答
弁
の

内
容
は
、
自
ら
の
公
約
と
は

著
し
く
整
合
性
を
欠
く
も
の

で
あ
る
。 

 

　
特
に
「
こ
ん
な
市
政
」
の
「
西

村
市
政
に
職
員
採
用
に
不
明

瞭
」
に
つ
い
て
は
、
自
ら
が
「
根

拠
の
な
い
噂
話
」
と
明
言
、
給

与
、
報
酬
の
カ
ッ
ト
は
市
長

自
ら
が
決
定
で
き
る
も
の
で

は
な
い
と
答
弁
す
る
な
ど
、

極
め
て
穏
当
を
欠
く
公
約
で

あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

　
こ
う
し
た
公
約
で
市
長
選

挙
を
争
う
こ
と
は
、
多
く
の

善
良
な
市
民
を
、
誤
っ
た
判

断
へ
と
導
き
か
ね
ず
、
極
め

て
遺
憾
で
あ
る
。 

 

　
こ
の
一
連
の
公
約
は
、
議

会
答
弁
で
も
明
ら
か
に
な
っ

た
よ
う
に
、
大
き
な
ブ
レ
を
生

じ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
考

え
る
と
き
、
市
民
の
関
心
を
引

く
た
め
の
意
図
的
な
公
約
で

な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
て
も

仕
方
が
な
い
も
の
で
あ
り
、
杉

村
章
生
氏
の
こ
の
選
挙
公
約

に
対
し
、
強
い
憂
慮
と
失
望
、

今
後
へ
の
危
惧
を
覚
え
る
も

の
で
あ
る
。 

 

　
よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
杉

村
章
生
市
長
の
こ
れ
ら
の
公

約
に
対
す
る
、
問
責
を
決
議
す

る
も
の
で
あ
る
。 

 

　
　
平
成
21
年
７
月
15
日 

土
佐
清
水
市
議
会 

杉
村
章
生
市
長
に
対
す
る 

問
責
決
議 

市
長
問
責
決
議
を
可
決 

○
固
定
資
産
評
価
審
査 

　
　
　
　
　
　
委
員
会
委
員 

　
上
　
野
　
勝
　
年
　
氏 

（
宗
　
呂
） 

 

○
土
佐
清
水
市
教
育 

　
　
　
　
　
　
委
員
会
委
員 

　
村
　
上
　
康
　
雄
　
氏 

（
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
） 

　
福
　
重
　
百
合
架
　
氏 

（
旭
　
町
） 

 

○
副
市
長 

　
吉
　
村
　
博
　
文
　
氏 

（
越
前
町
） 

 

　
人
事
案
件
と
し
て
提
案
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
意
い
た
し

ま
し
た
。 

 

○
農
業
委
員
会
委
員 

　
野
老
山
　
卓
　
男
　
氏 

（
三
　
崎
） 

　
永
　
野
　
一
　
耕
　
氏 

（
下
ノ
加
江
） 

 

　
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
く
議
会
推
薦
の

農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
そ

れ
ぞ
れ
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

お
知
ら
せ 

12921



議会日誌 議会日誌 

４月 

３月 

２１日 

２１日 

２２日 

２２日 

２９日 

７日 

７日 

１４日 

２１日 

２３日 

２８日 

３０日 

１１日 

１９日 

２１日 

２５日 

２７日 

２７日 

２９日 

１８日 

１９日 

２９日 

３０日 

１５日 

貝ノ川小学校休校記念式典 

宗呂小学校休校記念式典 

益野小学校休校記念式典 

布小学校休校記念式典 

市議会議員年金制度の安定的運営に関する要望実行運動（須崎市） 

議会運営委員会 

議会だより編集委員会 

第１１３回高知県市議会議長会定期総会<高知市） 

土佐清水市身体障害者連盟総会 

第７１回四国市議会議長会（徳島市） 

産業厚生常任委員会 

議会運営委員会 

道路整備促進期成同盟会高知県地方協議会通常総会及び道路整備促進高知県大会（高知市） 

平成２１年度四国西南地域道路整備促進協議会総会（愛媛県愛南町） 

議会運営委員会 

第２０回四国西南サミット（愛媛県大洲市） 

産業厚生常任委員会 

第８５回全国市議会議長会定期総会（東京都） 

平成２１年第２回臨時会 

総務文教常任委員会 

産業厚生常任委員会 

議会運営委員会 

６月定例会開会 

６月定例会閉会 

５月 

６月 

７月 

○市議会を傍聴してみませんか。 

　開催日程など詳細は、事前に議会事務局 

（TEL８２－１１１２）までお問い合わせください。 

○次回の開会予定は９月です。 

　日程が決まり次第、防災行政無線でお知らせいたします。 

○会議の詳しい内容は会議録をご覧下さい。 

　定例会の一般質問など会議での発言を記録した「会議録」を作成し 

　ています。製本は次期定例会頃となります。どなたでも閲覧できま 

　すので、市民図書館・議会事務局へおこしください、 

小
川
　
豊
治 

橋
本
　
敏
男 

岡
　
　
宣
男 

仲
田
　
　
強 

武
藤
　
　
清 

岡
林
　
幹
造 

土
佐
清
水
市
議
会
だ
よ
り
　 

編
　
集
　
委
　
員
　
会 

編
集
後
記 

　
今
年
は
梅
雨
明
け
が
例
年

に
な
く
遅
く
な
り
ま
し
た
が

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
い
て

お
り
ま
す
。
皆
様
方
に
は
体

調
を
く
ず
さ
な
い
よ
う
お
身

体
に
は
十
分
に
ご
留
意
を
し

て
く
だ
さ
い
。 

　
６
月
定
例
会
は
杉
村
市
長
が

再
選
後
、
初
の
議
会
で
も
あ
り

15
名
中
12
名
の
議
員
が
一
般
質

問
を
行
い
、
そ
の
内
11
名
の
議

員
が
市
長
の
公
約
に
対
す
る
質

問
に
集
中
し
て
活
発
の
論
戦
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
３
日
間
の
一
般
質
問

中
多
数
の
市
民
の
方
々
が
傍
聴

に
来
て
い
た
だ
き
、
市
議
会
が

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
た
の

で
は
な
い
か
思
い
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
執
行
部
と
の

論
議
を
重
ね
な
が
ら
議
会
と

し
て
の
役
割
を
明
確
に
し
て

市
民
福
祉
向
上
に
尽
力
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で

是
非
、
皆
様
方
の
貴
重
な
ご

意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。 

 

委
員
長
　
小
川
豊
治 
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受付期間　平成受付期間　平成2121年9月1日（火）～日（火）～1010日（木）日（木） 

貸出農地　大岐茶屋駄場貸出農地　大岐茶屋駄場 

貸出期間　平成貸出期間　平成2121年11月～平成月～平成2222年5月（月（7カ月間カ月間/作）作） 

貸出条件　栽培面積：１反以上（貸出条件　栽培面積：１反以上（1,0001,000 ） 

　　　　　「足摺レッド」約　　　　　「足摺レッド」約25,00025,000本の栽培本の栽培 

　　　　　使用料　：１反＝　　　　　使用料　：１反＝10,00010,000円/作（ポンプ使用料含）作（ポンプ使用料含） 

　　　　　※足摺レッド生産者協議会への加入を　　　　　※足摺レッド生産者協議会への加入を 

　　　　　　義務付けます。　　　　　　義務付けます。 

その他　　◎栽培に必要な資材については借入れる方がその他　　◎栽培に必要な資材については借入れる方が 

　　　　　　準備して下さい。　　　　　　準備して下さい。 

　　　　　◎「足摺レッド」収穫後には出荷までに乾燥調　　　　　◎「足摺レッド」収穫後には出荷までに乾燥調整を整を 

　　　　　　する場所が必要となります。　　　　　　する場所が必要となります。 

　　　　　◎苗購入費は借入れる方の負担となります。　　　　　◎苗購入費は借入れる方の負担となります。 

受付期間　平成21年9月1日（火）～10日（木） 

貸出農地　大岐茶屋駄場 

貸出期間　平成21年11月～平成22年5月（7カ月間/作） 

貸出条件　栽培面積：１反以上（1,000 ） 

　　　　　「足摺レッド」約25,000本の栽培 

　　　　　使用料　：１反＝10,000円/作（ポンプ使用料含） 

　　　　　※足摺レッド生産者協議会への加入を 

　　　　　　義務付けます。 

その他　　◎栽培に必要な資材については借入れる方が 

　　　　　　準備して下さい。 

　　　　　◎「足摺レッド」収穫後には出荷までに乾燥調整を 

　　　　　　する場所が必要となります。 

　　　　　◎苗購入費は借入れる方の負担となります。 

お問合せ・申込み 

82-1115

高
糖
度
赤
玉
ね
ぎ

高
糖
度
赤
玉
ね
ぎ 
高
糖
度
赤
玉
ね
ぎ 

大
口
生
産
者
募
集

大
口
生
産
者
募
集 

足
摺
レ
ッ
ド

足
摺
レ
ッ
ド 

大
口
生
産
者
募
集 

足
摺
レ
ッ
ド 

公営住宅の入居者を下記のとおり募集します。 

公営住宅入居者募集 

《申込書配布期間》 
　平成21年9月1日(火)～9月24日(木） 
 
《申込書配布場所》 
　市役所まちづくり対策課、各市民センター、各福祉センター 
 
《申込の受付》 
　平成21年9月8日(火)～9月24日(木） 
 
《申込書提出先》 
　市役所まちづくり対策課まちづくり係（公営住宅担当） 

《入居資格》 
　①住宅に困っている方 
　②市税等（介護保険料、保育料、水道料など）を
　　滞納していない方 
　③条例で定められた収入基準である方 
　④入居者又は同居者が「暴力団員による不当な行
　　為の防止等に関する法律第2条第6号」に規定す
　　る暴力団員でないこと 
　⑤市内に居住し独立の生計を営み、かつ入居者と
　　同等以上の収入を有する保証人（２名）がいる
　　こと（特別な事情等により県外在住でも可） 

　※田ノ内団地は収入基準がその他の住宅と違います。 
　※家賃は所得によって決定します。その他、詳しいことはまちづくり対策課まちづくり係までお問い合せください。 

ＴＥＬ 82－1111（内線231） 

☆申込み方法 

団地名 

グリーンハイツ団地 

汐見町第２団地 

松崎団地 

竜串団地 

竜串第４団地 

田ノ内団地 

所在地 

ｸﾞﾘｰﾝﾊｲﾂ416番91 

汐見町17番109 

加久見1473番129 

竜串3587番1 

竜串3860番 

三崎553

構造（募集階） 

中層耐火4階建4Ｆ 

中層耐火4階建3Ｆ 

簡易耐火2階建 

簡易耐火2階建 

簡易耐火2階建 

木造2階建 

月額家賃 

8,900円～ 

8,500円～ 

13,400円～ 

11,200円～ 

13,800円～ 

30,000円～ 

戸数 

１戸 

１戸 

１戸 

１戸 

１戸 

１戸 

間取り 

３ＤＫ 

３ＤＫ 

４ＤＫ 

３ＤＫ 

３ＤＫ 

３ＬＤＫ 

建設年度 

Ｓ５０ 

Ｓ４８ 

Ｓ５０ 

Ｓ４５ 

Ｓ５７ 

Ｈ　９ 

1421 ９ 



平成22年度 

土佐清水市奨学生募集土佐清水市奨学生募集 土佐清水市奨学生募集 
平成22年度 

市職員採用試験 
　土佐清水市教育委員会では、下記のとおり平成
22年度の奨学生を募集します。（新規・継続) 
 
【貸与資格】 
　本市に住所を有する家庭の学生で、高等学校以
上の学校に入学予定または在学し、学資の支弁が
困難な者。 
　※申請者が多い場合には、選考により貸与でき
ない場合があります。 
【貸与する額】（無利子） 
　・高等学校又はこれと同程度の学校に在学する者 
　　　月額１３，０００円以内 
　・短大・専修学校又はこれと同程度の学校に在
　　学する者 
　　　月額３０，０００円以内 
　・大学・大学院又はこれと同程度の学校に在学
　　する者 
　　　月額４０，０００円以内 
 
申請方法等 
　新規者 
　　受付期間：平成21年11月2日(月)～30日(月) 
　　　　　　　※期間厳守 
　　提出書類：奨学資金貸与申請書（教育委員会 
　　　　　　　学校教育課及び各市民センターで 
　　　　　　　配布） 
　　貸与の内定・決定：内定を平成22年2月初旬に、決定を 
　　　　　　　5月初旬頃に通知します。 
　継続者 
　　受付期間：平成22年3月1日(月)～31日(水) 
　　提出書類：継続確認書（2月中旬に送付します） 
　　貸与の決定：5月初旬頃に通知します。 
　◎来春進学予定者は、継続ではなく新規申し込
　みが必要です。 
 
　※新規者・継続者とも、4月(新学期)になってか
　　らの在学証明書を、平成22年4月20日(火)まで
　　に教育委員会学校教育課へ提出してください。 
 
その他 
　・申請は修業途中（2年生・3年生・4年生）か
　　らでもできます。 
　・申請時に、所得・課税状況等の確認を学校教
　　育課長が行うことについて同意をいただきます。 
　・貸与決定後、次の書類を提出していただきます。 
　　（新規者のみ） 
　①借受申込書兼支払確約書（保護者1名を含む連
　　帯保証人2名) 
　②銀行口座振込依頼書 

採用予定年月日 
 
給 与  
 
 
 
受験に必要な書類 
 
 
 
 
  
受 付 期 間  
 
 
 
 
第 １ 次 試 験  
 
 
   
第１次試験の合格発表   
第 ２ 次 試 験  
 
 
最 終合格者の  
決定及び発表  
 
 
お 問い合わせ  

①昭和５６年４月２日から平成４年
４月１日までに生まれた人 
②学歴は問いません 
③採用後、土佐清水市に居住できる人 

障がいのある人（別枠採用ではありません） 
①昭和４９年４月２日から平成４年４月
１日までに生まれた人で、以下の要件全
てを満たす人②・③上記に同じ　④障が
いの程度が１級～４級　⑤自力通勤可能、
介護人なしで通常事務可能な人　⑥活字
印刷文による出題に対応できる人 

①昭和５４年４月２日から平成２年４月
１日までに生まれた人　②学歴は問いま
せん　③採用後、土佐清水市に居住でき
る人　④保育士免許取得（見込）の人 

①昭和５３年４月２日から平成元年４月
１日までに生まれた人　②学歴は問いま
せん　③採用後、土佐清水市に居住でき
る人　④保健師免許取得（見込）の人 

①昭和５６年４月２日から平成４年４月
１日までに生まれた人 
②学歴は問いません　③採用後、土佐清
水市に居住できる人 

①昭和５３年４月２日から平成元年４月
１日までに生まれた人　②学歴は問いま
せん　③採用後、土佐清水市に居住でき
る人　④看護師免許取得の人 
※勤務先は特別養護老人ホームしおさい 

①昭和５３年４月２日から平成元年４月
１日までに生まれた人　②学歴は問いま
せん　③採用後、土佐清水市に居住でき
る人　④一級建築士免許取得の人 

平成２２年４月１日 

土佐清水市給与支給条例による 

①申込書１部（受験願書・履歴書・資格写し）
用紙は、９月１日（火）から市役所総務課、
各市民センターに用意　②写真３枚（上
半身、脱帽正面向き、６ｹ月以内に撮影
したもの、縦４ｃｍ×横３ｃｍ　裏面に
氏名を記載） 

9月7日(月）～9月18日（金）、午前9時～午
後５時まで（正午～午後1時まで及び土日
祝日は除きます）、郵送による申し込みは、
9月18日（金）の消印まで有効 

11月中旬までに、合格者に文書での通知、市
役所玄関前及び市ホームページに番号を掲示 

第1次試験合格者に対し、作文・面接試験 

第1次試験、第2次試験及び健康診断などに
基づき決定し合格者に文書での通知、市役
所玄関前及び市ホームページで番号を掲示 

土佐清水市役所総務課人事係 
〒787-0392　土佐清水市天神町11-2 
℡0880-82-1111内線213

日　　時　平成21年10月18日（日）午前10時 
場　　所　市民体育館 
試験内容　高校卒業程度の一般教養試験。消 
　　　　　防職については午後から適性試験・
　　　　　体力試験を実施 

☆お申し込み・お問い合わせ☆ 
教育委員会　学校教育課 
電話（82）1116

採用職種 採用人員 受 験 資 格 等  

一 般  
事 務 職  

保 育 士  

保 健 師  

消 防 職  

看 護 師  

建 築 士  

１ ０ 人  
程 度  

５人程度 

１ 人  

３人程度 

１ 人  

１ 人  
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第48回  市民祭 第48回  市民祭 市民祭 

あしずりまつり あしずりまつり まつり 

清水の熱い日 
清水の熱い日 
清水の熱い日 

盛大に開催！ 
盛大に開催！ 下浦夏ま

つり 
下浦夏ま

つり 
下浦夏ま

つり 
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第48回    市民祭 第48回    市民祭 第48回  

あしずりあしずりまつり あしずりあしずりまつり あしずり

清水の熱い日 
清水の熱い日 

盛大に開催！ 
盛大に開催！ 
盛大に開催！ 



環境課　℡82-1214環　　境 

　この度市では、ごみ減量化、再資源化の一層の推進を目的と

し越地区、グリーンハイツ、大浜、大津、の四箇所に新たな資

源ごみ保管庫を設置しましたのでぜひご利用下さい。 

　保管出来る資源ごみは、新聞紙、チラシ、雑誌、ダンボール、

ペットボトル、紙パック、包装紙等です。 

　設置場所は、越地区(越連合区場裏市有地)グリーンハイツ(区長

場脇駐車場)、大浜(消防屯所裏)、大津(忠霊塔下)です。利用時間

等のお問い合わせは、各区長場、市役所環境課まで。 

○ 家電リサイクル品目が追加されました ○ 

　平成21年４月１日から、家電リサイクル品目に、

新たに 

　・液晶テレビ・プラズマテレビ 

　・衣類乾燥機 

の二種類が加わりました。これらについては、粗

大ごみで収集いたしませんので、注意して下さい。 

越連合区長場：82-1669　グリーンハイツ区長場：82-1896　大浜区長場：82-9237 

大津区長場：87-0001　市役所環境課：82-1214

資源ごみ保管庫設置のお知らせ 

ゴミ分別のおねがい 

　普段、みなさんが出されるゴミのなかには、

少数ではありますがゴミ分別が正確になされて

いないため、収集されないゴミがあります。 

　収集されないゴミ袋は周辺の衛生や景観を損

ねます。適切なゴミの分別によって確実に収集

してもらえるようにしましょう。 

合併処理浄化槽のすすめ 

合併処理浄化槽とは、水洗トイレからの汚水（し尿）や台所・風

呂などからの排水（生活雑排水）を微生物の働きなどを利用して

浄化し、きれいな水にして放流するための施設です。 

　合併処理浄化槽の普及をはかるため、市では一件当たり30万円

を補助しております。件数に限りがありますので、設置される方

は浄化槽設置業者や市役所環境課にお問い合わせください。 

1821 ９ 



じんけん 

障がい者の人権 

高齢者の人権 

子どもの人権 

女性の人権 

同和問題 

外国人の人権 

無回答 

その他 

67.2％ 

62.2％　　　　　　　　 

45.4％　　　　　　　　　　　 

45.0％　　　　　　　　　　　 

38.7％　　　　　　　　　　　　　　 

16.0％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

8.4％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

8.1％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

イチケン清水代理店 
ゴキブリ駆除１回　3,000円 

食器・食品そのままでOK！施行後2～3ヵ月効果が持続！ 

集合住宅で一部屋だけの施工でも十分な効果が得られます 

良く効きます !!スズメ蜂の駆除 
3,000円～ 

◇ ご 連 絡 先 ◇ 
代表：仮谷　文治　土佐清水市栄町3－4－2 
0880－82－5885　 0120－311－435

障がい者 

同和地区の人々 

刑を終えて出所した人 

病気にかかっている人 

高齢者 

女性 

日本で暮らす外国人 

差別や偏見はない 

子ども 

その他 

無回答 3.2％ 
4.1％ 

4.6％ 
7.0％ 

9.3％ 
8.7％ 

14.5％ 
13.0％ 

18.0％ 
17.7％ 

19.4％ 
22.6％ 

28.7％ 
24.9％ 

31.6％ 
31.3％ 

49.9％ 
36.2％　　　　　　　　　　 

52.2％ 
42.6％　　　 

56.8％ 
51.0％　　　 

じんけん係　℡82-1124

1・２級　10/3(土)　学科、実技講習 ⇒10/17(土) 試験 9：00～ 
　　　　進級　￥34,000(試験料、身体検査料等込み) 
　　　　２級　￥69,700(試験料、身体検査料等込み) 
水上 
オートバイ　10/10(日)　学科、実技講習　⇒10/18(日) 試験　10：00～　 
　　　　　　水上オートバイ　￥48,000(試験料、身体検査料等込み)

更新講習の受付、始めました！ 
更新・失効11/21(土)　13:00～　宿毛市 

その他、会場・日時もあります。 

ボート免許教室、ボート免許教室、随時開催中！随時開催中！ ボート免許教室、ボート免許教室、随時開催中！随時開催中！ ボート免許教室、随時開催中！ 

更新講習の受付、更新講習の受付、始めました！始めました！ 更新講習の受付、更新講習の受付、始めました！始めました！ 更新講習の受付、始めました！ 

オガワマリンサービス　　海事代理士　小川恵理奈 
高知県宿毛市坂ノ下1023-37　TEL　0880-63-5587　FAX　0880-63-5647 

090-2785-9074　ＵＲＬ http://www.ogawa-marine.com

再試験の方も 
受付してます 

※必要書類は、お問合せください。 

平成２０年度 人権問題市民意識調査 　８月号で、目的や調査概要等を掲載いたしましたので、今月号よ
り回答の内容を紹介します。 

人権全般において「関心のある人権問題」は？との問には・・・ 

「人々の意識や社会のしくみに差別や偏見が存在していると 
思う分野は？」との問では・・・ 

（人権問題市民意識調査の結果を数回に分けて掲載します。） 

（複数回答） 

（複数回答） 

■人々の意識 

□社会のしくみ 

（ダイジェスト版） 

　
人
々
の
意
識
や
社
会
の
仕

組
み
の
中
に
差
別
や
偏
見
が

存
在
し
て
い
る
か
と
の
問
い

で
は
「
障
が
い
者
」「
同
和
地

区
の
人
々
」
の
順
で
性
別
・
年

齢
別
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
同
様

の
結
果
と
な
っ
て
お
り
、
市

民
生
活
の
中
に
は
ま
だ
ま
だ

「
差
別
」
や
「
偏
見
」
が
現
存
し

て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま

す
。 

　
ま
た
、
人
権
全
般
で
「
関
心

を
持
っ
て
い
る
人
権
問
題
」

で
は
、
障
が
い
者
・
高
齢
者
・

子
ど
も
女
性
次
い
で
同
和
問

題
・
外
国
人
の
順
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
分
野
別
で
の
「
差

別
意
識
や
偏
見
の
存
在
」
で
は
、

障
が
い
者
・
同
和
地
区
の
人
々
・

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
の

順
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
次
号
で
は
、
そ
の
差
別
や

偏
見
を
解
消
す
る
た
め
の
人

権
啓
発
事
業
へ
の
参
加
や
人

権
問
題
へ
の
理
解
を
深
め
る

た
め
の
「
取
り
組
み
」
に
つ
い

て
の
回
答
を
掲
載
し
ま
す
。 

　人権問題への関心について、全

体数の分布では幅広い範囲で様々

な分野にわたっており、特に障が

い者の人権について関心が高くな

っています。 

　また、性別や年齢別でも「障が

い者の人権」への関心が一番高く、

次いで「高齢者の人権」が続いて

いますが、年齢別で20～29歳代で

は「女性の人権」への関心も高く

なっています。 
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７
月
26
日
午
後
５
時
、
試
合
終
了

の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ひ
び
き
、
３
年

生
の
夏
は
終
わ
り
ま
し
た
。 

 

　
７
月
18
日
〜
30
日
の
間
、
高
校
野

球
高
知
県
予
選
が
開
催
さ
れ
、
清
水

高
校
野
球
部
が
快
進
撃
を
見
せ
ま
し
た
。 

　
以
前
の
広
報
紙
の
取
材
で
、
彼
ら

に
目
標
を
聞
い
た
と
き
、「
甲
子
園
に

行
き
た
い
。」と
言
っ
た
１
年
生
や「
県

予
選
で
優
勝
し
た
い
。」と
言
っ
た
２

年
生
。
は
っ
き
り
と
『
甲
子
園
』
を
目

標
に
す
る
少
年
や
、あ
え
て『
甲
子
園
』

と
い
う
名
前
を
出
さ
ず
目
標
を
定
め

る
の
は『
憧
れ
』と「
現
実
』の
違
い
か

と
感
じ
た
こ
と
で
し
た
。 

　
そ
の
彼
ら
が
高
い
目
標
を
胸
に
清

水
を
出
発
し
、
す
ば
ら
し
い
試
合
を

見
せ
て
く
れ
た
の
で
す
。 

　
１
回
戦
、対
高
知
工
業
戦
、今
大
会

第
４
シ
ー
ド
の
強
豪
と
い
き
な
り
の

顔
合
わ
せ
で
す
。し
か
し
結
果
は
、
12

安
打
を
放
ち
０
対
４
か
ら
、
５
対
４

サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
と
い
う
、
な
ん
と
も

劇
的
な
勝
ち
方
で
し
た
。 

　
２
回
戦
、
中
村
高
校
と
の
試
合
で

は
、
４
番
池
谷
選
手
の
４
打
数
４
安

打
５
打
点
と
い
う
大
活
躍
も
あ
り
、

チ
ー
ム
全
体
で
も
12
安
打
の
猛
攻
で

10
対
０
の
５
回
コ
ー
ル
ド
勝
ち
と
い

う
素
晴
ら
し
い
結
果
を
残
し
て
い
ま
す
。 

　
出
場
校
の
中
で
出
場
部
員
数
は
一

番
少
な
い
15
名
で
す
が
、
全
員
が
地

元
出
身
と
い
う
清
水
高
。 

　
２
回
戦
が
終
わ
る
頃
に
は
、
清
水

高
校
野
球
部
の
頑
張
り
に
市
内
各
地

で
高
校
野
球
の
話
題
が
の
ぼ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
準
々
決
勝
、対
高
知
西
高
校
戦
。連

日
の
悪
天
候
で
順
延
が
続
く
春
野
球

場
で
は
、
不
安
定
な
天
候
の
中
試
合

が
開
始
さ
れ
、
い
き
な
り
初
回
に
は

３
点
を
失
い
、
最
大
５
点
差
を
つ
け

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
彼
ら
は
決
し

て
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
、
日
頃
の

練
習
で
積
み
重
ね
て
き
た
自
信
を
持

ち
、
ジ
ワ
ジ
ワ
と
相
手
校
を
追
い
つ

め
て
い
き
ま
す
。 

　
８
回
裏
に
は
あ
わ
や
逆
転
か
！
と

思
わ
す
清
水
高
校
の
攻
撃
に
球
場
の

応
援
団
や
テ
レ
ビ
に
か
じ
り
つ
く
応

援
団
、
み
な
心
を
ひ
と
つ
に
祈
り
つ

づ
け
ま
す
。 

　
強
い
雨
の
為
、
試
合
が
一
次
中
断

さ
れ
た
時
は
、
続
け
さ
せ
て
あ
げ
た

い
気
持
ち
も
あ
る
も
の
の
、
泥
だ
ら

け
で
真
っ
黒
に
な
る
姿
に
心
が
痛
く

な
り
ま
し
た
。 

　
降
り
し
き
る
雨
の
中
、
試
合
が
再

開
さ
れ
ま
し
た
が
、
反
撃
お
よ
ば
ず

５
対
７
と
い
う
残
念
な
結
果
に
な
り

ま
し
た
。 

　
試
合
後
、
ベ
ン
チ
で
う
な
だ
れ
る

『
清
水
の
子
た
ち
』
を
見
な
が
ら
、
同

じ
よ
う
に
遠
征
を
続
け
て
い
た
保
護

者
も
、
テ
レ
ビ
で
応
援
す
る
Ｏ
Ｂ
も

涙
が
と
ま
り
ま
せ
ん
。 

　
２
回
戦
後
体
調
を
崩
し
、
点
滴
を

打
ち
な
が
ら
試
合
に
臨
ん
だ
選
手
や
、

一
人
で
３
試
合
を
投
げ
抜
い
た
エ
ー

ス
、
全
選
手
そ
れ
ぞ
れ
に
自
分
を
責

め
、
本
当
に
ど
ん
な
に
悔
し
か
っ
た

こ
と
だ
ろ
う
。 

　
整
列
し
ス
タ
ン
ド
に
向
け
お
礼
を

言
う
時
、
キ
ャ
プ
テ
ン
は
涙
で
号
令

を
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
言
葉
に
表
す
こ
と
の
で
き
な
い
彼

ら
の
気
持
ち
が
涙
と
な
っ
て
と
め
ど

な
く
溢
れ
続
け
ま
す
。 

　
そ
れ
を
見
る
保
護
者
達
も
ま
た
同

じ
よ
う
に
涙
を
流
し
な
が
ら
選
手
達

に
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
か
け
続
け
、

熱
い
夏
の
一
日
は
終
わ
っ
た
の
で
す
。 

 

　
次
の
日
、
早
速
練
習
を
始
め
た
彼

ら
の
顔
に
は
い
つ
も
の
笑
顔
が
戻
っ

て
い
ま
し
た
。 

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
横
の
ト
イ
レ
掃
除
を

し
た
後
、
普
段
通
り
の
練
習
が
開
始

さ
れ
ま
す
。 

　
し
か
し
県
予
選
前
に
会
っ
た
彼
ら

と
、
こ
の
数
日
間
を
経
験
し
た
後
の

彼
ら
は
、ど
こ
か
た
く
ま
し
く
、た
の

も
し
く
、
ひ
と
ま
わ
り
成
長
し
た
よ

う
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
。 

 

　
清
水
高
校
野
球
部
員
達
、
君
達
十

代
の
少
年
の
頑
張
り
は
、こ
の
夏
、土

佐
清
水
市
民
を
は
じ
め
、
市
外
で
暮

ら
す
市
出
身
者
に
も
元
気
と
希
望
を

も
た
ら
し
、
す
ば
ら
し
い
熱
い
感
動

を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
３
年
生
は
今
大
会
で
高
校
野
球
生

活
を
終
え
る
こ
と
と
な
り
、清
水
高
野

球
部
員
は
11
人
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

　
彼
ら
に
と
っ
て
こ
の
夏
の
経
験
は

そ
れ
ぞ
れ
に
大
き
な
自
信
と
な
り
、

こ
れ
か
ら
の
目
標
を
春
の
選
抜
予
選

に
あ
わ
せ
強
く
た
く
ま
し
く
邁
進
し

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。 

　
”
夢
を
追
う
16
人
の
熱
い
夏 

“

 

夢
が
夢
で
無
く
な
る
日
は
遠
く
な
い
、

こ
れ
か
ら
も
前
へ
向
か
っ
て
進
め
清

水
高
校
生
。 

吹いた清水旋
風！ 

吹いた清水旋
風！ 

輝
き
放
ち

輝
き
放
ち  

よ
み
が
え
る
感
動
！

よ
み
が
え
る
感
動
！ 
輝
き
放
ち

輝
き
放
ち  

よ
み
が
え
る
感
動
！

よ
み
が
え
る
感
動
！ 
輝
き
放
ち  

よ
み
が
え
る
感
動
！ 

〜
夏
の
高
校
野
球
県
予
選
ベ
ス
ト
８
、清
水
高
校
の
軌
跡
を
追
う
〜 
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～ あたらしい土佐清水のなかまたち ～ ～ あたらしい土佐清水のなかまたち ～ 

井上　奏 ちゃん 
平成21年６月22日生 

仮谷　寧 ちゃん 
平成21年６月30日生 

岡田武琉 くん 
平成21年７月16日生 

うまれてきて
くれてありがとううまれてきて
くれてありがとううまれてきて
くれてありがとう

かなで によ た け る 

篠田藍里 ちゃん 
平成21年５月16日生 

馬場陸斗 くん 
平成21年６月23日生 

富田　慧 ちゃん 
平成21年７月９日生 

あ い り り く と さと 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

　
こ
の
度
、
土
佐
清
水
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
吉
名
征

郎
会
長
）か
ら
、結
成
45
周
年
を
記
念
し
て
、血
圧
測
定

器
１
台
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
ま
た
毎
年
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
ア
ル
バ
ム

の
贈
呈
式
も
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
血
圧
測
定
器
は
、市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー
に
設
置
し
て

お
り
、来
庁
さ
れ
た
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

がん検診50％推進 

健康推進課保健推進係　Tel　82-1121
ポスターコンクール応募作品募集について 

　がん検診50％を推進するため、国民一人一人が、家庭や地域に
おいて、がんについて話し合える場を提供するとともに、がんに
関する正しい知識の普及のため啓発ポスターを募集します。 

主　催 厚生労働省がん検診50％推進本部事務局 

提 出 先 健康推進課保健推進係 

〆　切 ９月１０日（木）必着 

作品の規格 
・サイズ：Ｂ３版（364mm×515mm） 
・画材は問いませんが、立体性のある作品は対象外とします。 

採用結果 
結果は、厚生省ホームページ・マスコミ等で発表。入賞者には 
９月下旬頃に事務局より本人宛に連絡します。 

作品の 
応募方法 

・絵画としての評価 

・デザイン性及びアピール度 

・がんに関するイメージ及びがん検診の重要性が伝わるキャッチコピー 

審査基準 
（総合的に選定） 

・作品は折らないで下さい。 

・応募作品版権は主催者に属し、返却いたしません。 

・作品の裏面に、氏名（ふりがな）、年齢、学年、住所、連絡先、作品のコメント、 

  学校名（ふりがな）を記載又は記載した紙を貼付すること。 

・入賞作品については、主催者等作成する広報用ポスター等に 

  氏名や学校名が掲載される場合があります。 

・小学校低学年の部（１年生から３年生） 

・小学校高学年の部（４年生から６年生） 

・中学生の部 

・高校生以上一般の部 

募集区分 



2221 9

「ジョン万かるた」で たどる万次郎の歩み 

John Mung Cards

　本市の偉人ジョン万次郎こと中浜万次郎の波乱に

満ちた人生と、どのような状況でも決して夢を見失わ

ず、常にベストを尽くす「ジョン万スピリット」を『ジ

ョン万かるた』で紹介します。 

Vol .8 帰国後の活躍 

漁師の子　ついに幕府の 
　　通訳者 
The fisherman's child  
became an interpreter for 
the government！ 

ランプの  

　 灯りの向こうに 咸臨丸 

The Karin maru

A・B・Cを 

日本に伝えた ジョン万 

Majiro, first to teach  

the English ABC

ウエブスターの 
　　　英語辞典を持ち帰り 
He brought back a 
Webster'ｓ English dictionary

かた かた かた 
　　日本へミシンもってきた 
First sewing machine 
brought to Japan

り 

ら 

う 

え 

か 

　ペリー提督来航時に、万次郎の、ア

メリカでの経験が役立ち、日本の開国

に貢献した。 

　咸臨丸浦賀来航時、中浜万次郎三三歳、

勝海舟三七歳、福沢諭吉二五歳であった。

この時、土佐の坂本龍馬二四歳、岩崎

弥太郎二五歳、中岡慎太郎二二歳。 

　四二歳の時、開成学校(現在の東京大

学)で英語を教える。キラキラ星のメロ

デｨーにあわせ、ABCを歌って教えた。 

　三十三歳の時、通訳として咸臨丸に

乗り組むが、事実上、艦長の役割をは

たした。サンフランシスコで福沢諭吉

に英語辞典をすすめた。 

　その頃、アメリカで発明されたミシ

ンを、目の悪い母を想い、持ち帰った。

これが日本で使われたミシン第一号

となる。 

あしずり会計 
白川浩平税理士事務所 

土佐清水市大岐2835－50 

TEL0880－82－8300
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月 土 金 木 水 火 

外科・胃腸科・内科・脳外科・小児科・救急は毎日診療しています。 

 

老 年 病 科  

皮 膚 科  

眼 　 　 科  
泌 尿 器 科  
耳鼻科（第1・３・4） 
整 形 外 科  
老年病科（第1・2・4） 
第 一 内 科  
第 二 内 科  
心療内科（第３） 

眼 　 　 科  

耳鼻科（第2） 

整 形 外 科  

老年病科（第3） 

 

 

第 一 内 科  

診
療
科
目 

医療法人　聖真会 

■足摺踊りたくさんの応援有難うございました。 
看護師・理学療法士・ケアマネ・薬剤師・登録ヘルパー 
随時募集しています。（4週8休制）担当：上岡 

詳しくはホームページをご確認ください。 

9月 の 診 療 予 定 

渭 南 病 院 
い　  なん　  びょういん 

土佐清水市越前町6-1 
82-1151（代） 

http://www.inan-hp.jp/

お問い合わせは 
　　　メール： taro-kamioka@inan-hp.jp

清
医
会
だ
よ
り
「
元
気
が
一
番
」 

安
田
医
院
　
安
田
琢
也 

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」 

　
今
年
は
５
月
よ
り
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
日
本
に
上
陸
し
ま
し
た
。 

　
日
本
中
が
大
騒
ぎ
に
な
り
、
連

日
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
に
右
往
左
往

す
る
毎
日
で
し
た
。 

　
マ
ス
ク
も
売
り
切
れ
の
状
態
で

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
不
足
以
来
の
大
フ
ィ
ー

バ
ー
。 

　
隔
離
さ
れ
た
患
者
さ
ん
は
気
の

毒
で
し
た
。
以
降
、
感
染
は
継
続
す

る
も
毒
性
は
弱
く
大
き
な
被
害
も

報
告
さ
れ
ず
報
道
は
沈
静
化
し
ま

し
た
。 

　
こ
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

10
代
、
20
代
に
多
く
て
高
齢
者
が

少
な
い
の
が
特
徴
で
す
。 

　
タ
ミ
フ
ル
が
効
果
が
あ
る
よ
う

で
す
が
10
代
で
は
異
常
行
動
の
問

題
が
あ
り
処
方
禁
。　 

　
さ
ら
に
気
に
な
る
の
は
夏
場
に

感
染
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
で
す
。 

　
よ
さ
こ
い
の
踊
り
子
や
高
校
球

児
に
ま
で
拡
大
し
ま
し
た
。 

　
海
外
か
ら
の
持
ち
込
み
か
ら
国

内
で
の
感
染
に
ま
で
発
展
し
て
い

ま
す
。 

　
現
在
は
、毒
性
が
弱
い
の
で
す
が
、

死
亡
例
も
報
告
さ
れ
猛
毒
化
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。 

　
今
年
の
秋
〜
冬
は
要
注
意
で
す

ね
。予
防
が
重
要
で
す
。 
 

対
策
と
し
て 

　
①
予
防
接
種
を
受
け
る 

　
②
人
混
み
を
避
け
る 

　
③
う
が
い
と
手
洗
い 

　
④
マ
ス
ク
の
着
用 

 

　
特
に
感
染
し
た
人
は
マ
ス
ク
を

し
て
無
駄
な
外
出
を
せ
ず
ウ
ィ
ル

ス
を
拡
散
さ
せ
な
い
よ
う
自
粛
し

て
下
さ
い
。 

　
発
熱
を
し
た
人
は
マ
ス
ク
を
し

て
医
療
機
関
を
受
診
し
て
下
さ
い
。 

　
発
熱
か
ら
24
時
間
以
内
が
ベ
ス

ト
で
す
。 

　
発
熱
直
後
は
迅
速
キ
ッ
ト
が
反

応
し
な
い
の
で
少
し
時
間
が
経
っ

て
か
ら
が
良
い
で
し
ょ
う
。 

　
夜
発
熱
し
た
ら
翌
朝
の
外
来
が

込
ん
で
い
な
い
時
間
、
朝
発
熱
し

た
ら
午
後
の
外
来
が
良
い
で
し
ょ
う
。 

　
夜
中
の
受
診
は
避
け
ま
し
ょ
う
。 

　
解
熱
剤
だ
け
処
方
さ
れ
て
時
間

内
に
も
う
一
度
検
査
に
来
る
よ
う

指
示
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
思
い

ま
す
。 

　
最
近
、地
震
も
頻
発
し
て
い
ま
す
。 

　
今
年
の
日
本
が
地
震
列
島
＋
感

染
列
島
の
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
で
沈
没

し
な
い
こ
と
を
祈
る
の
み
で
す
。 

　
祈
る
だ
け
で
は
い
け
ま
せ
ん
。 

　
自
分
で
身
を
守
る
の
が
重

要
で
す
。 

　
こ
の
原
稿
を
書
き
終
え
た

数
日
後
か
ら
再
流
行
の
報
道
。 

　
阿
波
踊
り
か
ら
プ
ロ
野
球

ま
で
も
。 

　
ど
う
や
ら
ワ
ク
チ
ン
も
間

に
合
わ
な
い
そ
う
で
す
。 

　
ど
う
ぞ
ご
慈
愛
を
お
願
い

し
ま
す
。 
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実施期間 

対象列車 

 

 

利用方法 

主な回数券販売場所 

9月1日（火）～12月31日（木） 

土佐くろしお鉄道中村・宿毛線

（窪川駅から宿毛駅の区間）を

運行する普通列車 

専用の回数券を購入 

（現金利用不可） 

土佐くろしお 

鉄道中村駅

0880-35-4961

企画広報室

82-1111 

内線317

み
ん
な
で
乗
ろ
う
鉄
道
・
バ
ス 

一
人
一
人
が
支
え
る
地
域
の
公
共
交
通 

　
”料
金
が
高
い
“”便
数
が
少
な

い
“
”
行
き
た
い
と
こ
ろ
へ
行
け

な
い
“昨
年
度
実
施
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
、み
な
さ
ん
か
ら
た
く
さ

ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
で
は
、み

な
さ
ん
に
も
っ
と
気
軽
に
ご
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
様
々
な
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
一
つ
に
下
記
の
１
０
０

円
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
い
た
し
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。 

みなさんの
地域活動を支援します

宝 く じ は  
豊かさ築く 
チカラ持ち。 

宝くじは、広く社会に 
役立てられています。 

　加久見地区では、平成21年度財団法

人自治総合センターの助成を受けて、

子ども御輿等を整備しました。 

　伝統文化を継承し、その元気を内外

に発信してコミュニティ活動の推進を

図っていきます。 

この認定試験は、 

①病気などやむを得ない理由により保護者が義務教

育諸学校に就学させる義務を猶予又は免除された者

で、平成22年3月31日までに15歳以上になるもの。

②保護者が就学させる義務の猶予又は免除を受けず、

かつ、平成22年3月31日までに満15歳に達する者で、

その年度の終わりまでに中学校を卒業できないと見

込まれることについてやむを得ない事由があると文

部科学大臣が認めた者。 

③平成22年3月31日までに、満16歳以上になる者。

④日本の国籍を有しない者で、平成22年3月31日ま

でに満15歳以上になる者。 

　上記の者に対し、中学校卒業程度の学力があるか

どうかを認定するために国が行う試験であり、合格

した者には高等学校の入学資格が与えられるものです。 

【試験科目】　国語、社会、数学、理科、 

　　　　　　外国語（英語） 

【試験期日】　平成21年11月４日（水） 

【試 験 場】　高知県教育センター分館 

　　　　　　高知市大原町132 

　　　　　　Tel　088-821-4638（小中学校課） 

【願書受付期間】　平成21年8月21日（金）～ 

　　　　　　　　　　9月8日（火）（消印有効） 

（※願書は受験者が直接文部科学省に提出し

ます。） 

※学生：中高生および大学・専門学校生 

土佐くろしお鉄道窪川、中村、 
宿毛駅と運行列車内 

平成21年度就学義務猶予免除者等の 

中学校卒業程度認定試中学校卒業程度認定試験 中学校卒業程度認定試中学校卒業程度認定試験 中学校卒業程度認定試験 
平成21年度就学義務猶予免除者等の中学校卒業程度認定試験を次のとおり実施します。 

認  定  試  験  の  内  容 

～コミュニティ助成事業～ 

高知県教育 

委員会事務局 

小中学校課 

回数券の種類 

ニコニコ10 

ニコニコ5

対象者 

学生（※） 

全ての方 

利用できる日 

実施期間内は毎日 

実施機関内の土・日・祝日 
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土佐清水市地域 

包括支援ｾﾝﾀｰ

83-0233

認
知
症
予
防
講
演
会
の
ご
案
内 

〜
い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
と
暮
ら
す
た
め
に
〜 

日時 

場所 

演題 

 

講師 

10月3日（土）午後1:30～ 

社会福祉ｾﾝﾀｰ　３階大会議室 

「認知症について 

　～ボケてもだいじょうぶ!!～ 

高知大学医学部神経 

　　　　　精神医学教室 

　上村　直人先生 

実施期間 

 
 

時　　間 

 
 

開設場所 
 

 

取扱内容 

平成21年9月6日（日） 

　　　～9月12日（土）まで 
 

午前8時30分～午後7時まで 

土・日 午前10時～午後5時まで 
 

高知地方法務局人権擁護課 

（高知市小津町4-30） 
 

介護者からの肉体的・心理的

虐待あるいは、家族等による

経済的虐待、就業差別、暮らし

の悩み事など高齢者・障害者

をめぐる人権問題 

　
高
齢
化
が
進
む
中
、
認
知
症
に
な
る
方
も
次

第
に
増
加
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
認
知
症
と
い
う
病
気
や
予
防
に
つ

い
て
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
又
、

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
家
で
生
活
が
出

来
る
よ
う
、
地
域
の
支
え
合
い
に
つ
い
て
も
、

一
緒
に
勉
強
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。 

高知地方法務局 

人権擁護課

088-822-3503

「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」 

強
　
化
　
週
　
間 

　
高
知
地
方
法
務
局
と
高
知
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
で
は
、
高

齢
者
や
障
害
者
の
人
権
問
題
解

消
に
向
け
、
下
記
の
と
お
り
電

話
相
談
の
強
化
週
間
を
実
施
し

ま
す
。 

　
期
間
中
は
、土
・
日
曜
日
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。ま
た
、平
日

は
時
間
を
延
長
し
、
午
後
７
時

ま
で
受
け
付
け
ま
す
。 

清水消防署 

82-1197

救
　
急
　
の
　
日 

９
月
９
日
は 

　
９
月
９
日
は
救
急
の
日
で
す
。 

　
毎
年
、
こ
の
日
を
含
む
１
週
間
を
『
救
急
医
療

週
間
』と
し
、全
国
で
応
急
手
当
講
習
会
な
ど
様
々

な
行
事
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

　
清
水
消
防
署
に
お
い
て
も
心
臓
や
呼
吸
が
停

止
し
た
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法
や
心
臓
へ
電

気
的
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
自
動
体
外
式
除
細
動

器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
正
し
い
使
用
法
の
講
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

　
受
講
希
望
の
方
は
消
防
署
ま
で
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。 

救急医療週間  ９月６日～１２日 

相談無料・秘密厳守 

全国一斉全国一斉 全国一斉全国一斉 全国一斉 

日　時 

 
 

場　所 

 
 

内　容 

 

 

 
 

 

定　員 
 

参加費 

平成21年9月18日（金） 

午後１時～午後3時30分 
 

身体障害者療護施設「太陽の家」 

土佐清水市以布利55-1 
 

施設の概要説明・施設見学 

車椅子体験学習 

利用者とのふれあい 

（クラブ活動参加・散歩引率・

介助）など 
 

10名（先着順） 
 

無料 

土佐清水市 

ボランティアセンター 

（社会福祉協議会内） 

82-3500

施
設
で
体
験 

〜 

参 

加 

者 

募 

集 

〜 

　
「
何
か
人
の
役
に
立
つ
こ
と
を

し
た
い
・
・
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
し
て
み
た
い
」
と
い
う
方
、

こ
の
機
会
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
へ
の
理
解
を
深
め
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
始
め
る
き
っ
か
け
と

し
て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

　
身
体
障
害
者
療
護
施
設
「
太
陽

の
家
」
で
、
施
設
利
用
者
と
の
交

流
や
介
助
体
験
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 



第33回　市民体育祭 

JIS Q 9001：2000 
(ISO9001：2000)認証取得 

山下　修己 

おひさまで光熱費大幅カット 

太陽光発電システム販売 

土佐清水市天神町１－１３　Tel/fax　８２－１７１５ 

ばんきんや 

お見積もりいたします 

総合建設コンサルタント 

代表取締役　藤村　修作 
本 社 〒790-0964 愛媛県松山市中村３丁目１番７号 

TEL 松山（089）931-1212番　FAX 松山（089）931-7900番 

【支店・営業所】高知県・香川県・広島県・山口県・兵庫県・三重県・奈良県・滋賀県・愛知県・首都圏・大阪府・新潟県・鹿児島県 

高知支店 
〒780-0945  高知市本宮町105-21 
　　TEL(088)850-0610(代) 
　　FAX(088)850-0611

中村営業所 
〒789-0050  四万十市渡川1丁目2-1 
　　TEL(0880)37-5948(代) 
　　FAX(0880)37-6774

QMS
REGISTRATION 

CENTER

JMAQA-778 JISO 15001：2006準拠 
10840313（01） 

た
い
せ

つ
にし
ますプライバシー

南海測量設計株式會社 

2621 ９ 

市民体育館　Te l　 82-1087 
Fax　82-0354

スポーツの秋到来！市民体育祭でさわやかな汗をかこう！
　下記の日程等により、市民体育祭が開催されます。身近なスポーツに友人・知人お誘い合わせて、是非お気軽にご参

加下さい。 

　市民体育祭につきましては、来月

号でもお知らせします。 

主　催　土佐清水市体育協会 
 
共　催　土佐清水市教育委員会 
 
 
　詳しいお問合せ・申込みは 
 
　土佐清水市市民体育館まで 
 
 

Te l　0880-82-1087 
　 

Fax　0880-82-0354

主　催　土佐清水市体育協会 
 
共　催　土佐清水市教育委員会 
 
 
　詳しいお問合せ・申込みは 
 
　土佐清水市市民体育館まで 
 
 

Te l　0880-82-1087 
　 

Fax　0880-82-0354

※日付等変更になる場合があります。 

種　目 

テニス（硬式） 

ゲートボール  

グラウンドゴルフ 

卓 球  

ペ タ ン ク  

剣 道  

な ぎ な た  

空 手  

少 林 寺 拳 法  

バレーボール  

スカッシュバレー 

バドミントン  

開催日 

9月27日（日） 

10月 9日（金） 

10月16日（金） 

未　　定 

10月26日（月） 

11月 8日（日） 

11月15日（日） 

11月15日（日） 

11月15日（日） 

11月22日（日） 

11月29日（日） 

12月 6日（日） 

会　　場 

総合公園テニス場 

竜串ゲートボール場 

浦 尻 運 動 公 園  

市 民 体 育 館  

三崎下ノ段運動公園 

清水中学校格技館 

市 民 体 育 館  

市 民 体 育 館  

清水高校格技館 

市 民 体 育 館  

市 民 体 育 館  

市 民 体 育 館  



住民税の年金から天引き（特別徴収）が始まります 

秋の行政相談週間 日曜・遺言等公証法律相談 

第1212回土佐清水市長杯争奪！将棋大会のご案内回土佐清水市長杯争奪！将棋大会のご案内 第1212回土佐清水市長杯争奪！将棋大会のご案内回土佐清水市長杯争奪！将棋大会のご案内 第12回土佐清水市長杯争奪！将棋大会のご案内 
日　時　９月１３日（日）受付9:00～　開始（予定）10:00～ 

会　場　土佐清水市立　中央公民館 

クラス　A級・B級・C級 

主　催　日本将棋連盟土佐清水支部　 

後　援　土佐清水市教育委員会生涯学習課 

会費　1，０００円 

学生　無料 

弁当入用の方は別途５００円 

お申込み・お問合せ先　事務局　小島久二年　Tel　82-2024

27 ９ 21

幡多社会保険事務所　Tel　0880-34-1616 
市民課年金係　　Tel　82-1111　内線255

《10月19日（月）～25日（日）》 

○対象者 ○徴収方法

　平成21年４月1日時点で、65歳以上の公的年金の

受給者で、個人住民税を納税されている方。 

　ただし、介護保険料の特別徴収がされてない方、

老齢年金の年額が18万円未満の方、公的年金にかか

る税額が、老齢年金等から所得税・介護保険料・国保

料及び後期高齢者医療保険料を差し引いた額を上

回る方は除かれます。また､遺族・障害年金について

は非課税となるため対象となりません。 

　国の仕事やサービスで、困っていること、分から

ないことがありましたら、総務省の行政相談をお

気軽にご利用ください。 

　総務省では、多くの皆さんに行政相談を利用し

ていただけるよう毎年10月に「秋の行政相談週間」

を設け、各種の行事を行っています。 

　当市においても、次のとおり、総務大臣の委嘱を

受けた行政相談委員が「一日行政相談所」（無料・秘

密厳守）を開設しますのでお気軽にご相談ください。 

　日　時　10月8日（木）午前10時～午後3時 

　場　所　市役所１階市民室 
 

行政相談員 
西村和興（自宅　Tel　82-3084） 

田中嘉一（自宅　Tel　82-7380） 

　昨年４月の地方税法改正により、今年から介護保険料、後期高齢者医療保険料等とともに、公的年金から差し引かれ

ることになりました。 

　特別徴収の開始は平成21年10月支給分の年金か

らとなります。そのため、平成21年度の税額の前半

分については､平成21年6月及び8月に普通徴収（納

税通知書により銀行などで納める方法）により納め

ていただいています。 

　また､公的年金以外の所得にかかる住民税につい

ては、従来どおりの方法により納めていただくこと

になります。 

～ご相談ください、 
　　　あなたのまちの行政相談委員へ～ 

相談担当者　高知地方法務局所属 

　　　　　中村公証役場公証人     
 

予 約 制　平日に事前に電話 

　　　　　予約をして下さい。     

　　　　　（予約電話番号 

　　　　　　　0880-34-1728）     
 

相 談 日　平成２１年9月13日（第2日曜日） 

　　　　　(10月は、3日(土)・4日(日)開催の「公証

　　　　　相談」となります。)     
 

開催時間　午前９時から午後５時頃まで（１組約50分） 
 

場　　所　中村公証役場（四万十市中村大橋通 

　　　　　　６丁目３番７号第一とらやビル４階） 

相談内容　遺言のほか、相続、金銭・不動産の貸借、 

　　　　　離婚に伴う養育料・慰謝料・財産分与、

　　　　　高齢者等の財産管理など    

相 

談 

無 

料 

秘 

密 

厳 

守 

お
気
軽
に 

　
ご
相
談
下
さ
い
。 



海の駅あしずりから海の駅あしずりから 
　　　一時閉館のお知ら　　　一時閉館のお知らせ 

閉館期間　平成閉館期間　平成2121年1010月１日～月１日～ 
　　　　　　　　平成　　　　　　　　平成2222年１月年１月1515日 

海の駅あしずりから 
　　　一時閉館のお知らせ 

閉館期間　平成21年10月１日～ 
　　　　　　　　平成22年１月15日 

　来年の　来年のNHKNHK大河ドラマ大河ドラマ『龍馬伝』『龍馬伝』にあわせ、にあわせ、海の駅あしずりを”海の駅あしずりを”龍
馬伝パビリオン”馬伝パビリオン”会場として利用するための改修工事を行います会場として利用するための改修工事を行います。 
　上記期間中、　上記期間中、ジョン万資料館ジョン万資料館・喫茶喫茶・売店部門等を一時営業停止し売店部門等を一時営業停止し
ますので皆さまにはしばらくの間ご迷惑をおかけしますますので皆さまにはしばらくの間ご迷惑をおかけします。 
　なお、　なお、観光協会事務局は通常通り運営しております観光協会事務局は通常通り運営しております。 
　平成　平成2222年１月年１月1616日にはリニューアルオープンをいたしますので日にはリニューアルオープンをいたしますので
皆さまのご来場をお待ちしています皆さまのご来場をお待ちしています。 

　　お問合わせ先　土佐清水市観光協会　　　お問合わせ先　土佐清水市観光協会　TelTel　0880-82-31550880-82-3155

　来年のNHK大河ドラマ『龍馬伝』にあわせ、海の駅あしずりを”龍
馬伝パビリオン”会場として利用するための改修工事を行います。 
　上記期間中、ジョン万資料館・喫茶・売店部門等を一時営業停止し
ますので皆さまにはしばらくの間ご迷惑をおかけします。 
　なお、観光協会事務局は通常通り運営しております。 
　平成22年１月16日にはリニューアルオープンをいたしますので
皆さまのご来場をお待ちしています。 

　　お問合わせ先　土佐清水市観光協会　Tel　0880-82-3155

～はじめよう！みんなで一緒に元気づくり①～ 
実　施　日 

9月 3日（木） 

9月 4日（金） 

9月16日（水） 

実　施　場　所 

下ノ加江市民センター 

窪津区長場 

受　付　時　間 

 

午前8 :00～9 :00

実　施　日 

9月12日（土） 

9月18日（金） 
 

10月6日（火） 

実　施　場　所 

下ノ加江小学校 

布小学校 
 

社会福祉センター 

受　付　時　間 

午前9:00～10 :00 

午前9:00～10 :00 

午前9:00～10 :00 

午後1:30～ 2 :00

実　施　日 

9月 9日（水） 

9月10日（木） 

実　施　場　所 

 

社会福祉センター 

受　付　時　間 

午前9:30～10 :30 

午後1:00～ 2 :00 

午前9:30～10 :30 

午後1:00～ 2 :00

実　施　日 

9月25日（金） 

9月30日（水） 

10月 1日（木） 

実　施　場　所 

松尾小学校 

社会福祉センター 

社会福祉センター 

受　付　時　間 

受診票に 

記載された時間に 

お越しください 

実　施　日 

 

 

9月17日(木) 

 

 

9月18日(金)

実　施　場　所 

社会福祉センター 

貝ノ川中学校 

下川口市民センター 

宗呂小学校 

宗呂上区長場 

布小学校 

受　付　時　間 

午前 9:00～10:00 

午前11:10～12:00 

午後 1:30～ 2:20 

午後 2:50～ 3:10 

午後 3:40～ 4:00 

午前 8:30～ 9:30

実　施　日 

９月１８日（金） 

実　施　場　所 

布小学校 

受　付　時　間 

午前8 : 30～9 : 30胃がん検診（対象：40歳以上) 
料金：９００円 

※当日は何も飲食せずにお越しください 

※子宮がん検診は、20歳以上偶数年齢の方が対象となります。 

※マンモグラフィ健診は40歳以上偶数年齢の方が対象で、 

　申込済みの方に受診票を送付しています。 

特定健診等健診（対象：40歳以上) 
料金：１，０００円(40～64歳）・65歳以上は無料 

※検診当日は受診券・保険証が必要となります 
　（受診券がないと当日は受診できません） 
※会場が混雑しますのであらかじめ受診日に対象地区を決めています。 
※受診日の対象地区が都合の悪い場合は、別の日程でも受診可能です。 

子宮がん検診（対象：20歳以上偶数年齢） 
料金：600円 

肺がんレントゲン検診（対象：40歳～64歳）料金：200円 

【平成21年度の検診・健診の年齢】 
　平成22年3月31日現在における満年齢 
 
【受診結果について】 
　がん検診の受診結果は、約1ヶ月後に異常が見つかった 
　方のみに通知します 
 
【市が実施する検診を受診できない方】 
　・公務員 
　・健康診断を実施している事業所にお勧めの方 
　・各種検診対象年齢以外の方 
　・病院で現在受療中（治療中）や、すでに検診を実施した方 
　・土佐清水市に住民票を置いていない方 

　口腔体操は、口の機能（食べる、話す、表情をつくる、呼吸
するなど）を維持・改善することを目的に行うものです。高
齢になっても、食べることや話す楽しみをもち続け、誤嚥性
（ごえんせい）肺炎を予防し元気で自分らしい生活を送って
いただくため、市内各地区の運動教室にあわせて、希望のあ
った地区で開催しています。 
 
　*現在実施地区・・・大浜、越地区 
　*体操実施時間・・・20分程度 
　*体操後の意見 
　　・・・「つばがでるよう 
　　　　　　　になった。」 
　　「口の渇きが気に 
　　ならなくなった。」など 
 
　口腔体操を希望する地区は、 
　お気軽に健康推進課まで 
　お問い合わせください。 

★お問い合わせ★ 
健康推進課保健指導係 

電話82-1111 
（内線232・338） 

☆お問い合わせ☆ 
健康推進課  保健推進係  TEL(82)1111内線263・216

９月・１０月の健診・検診日程 
結核レントゲン検診（対象：65歳以上）料金：無　料 

ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨ検診【乳がん】（対象：40歳以上偶数年齢） 
料金：600円 

“お口の体操始めませんか” 

☆こんな体操をしています☆ 

28９ 21

健　　康 健康推進課　保健推進係　�(82)1111内線263・216



日　程 

9月15日(火)

締  切  日 

9月10日(木)

時　間 

午後1:30～ 
3:00

場　所 

幡多福祉保健所 
四万十市中村山手通19

（86）0106 

（82）2248 

（85）0153 

（82）0520 

（88）0144

下 川 口 保 育 園  

浦 尻 保 育 園  

三 崎 保 育 園  

旭 保 育 園  

足 摺 岬 保 育 園  

９月　４日(金) 

９月　９日(水) 

９月　９日(水) 

９月１５日(火) 

９月１６日(水)

園　　　名 実　施　日 
９月２５日(金) 

９月１１日(金) 

９月　９日(水)

子育て支援センター「どんぐりっこ」 

下ノ加江保育園 

三崎保育園 

実　施　日 場　　　　　所 

９月　３日(木) 

９月　４日(金) 

９月　８日(火) 

９月１０日(木) 

９月１７日(木) 

９月２４日(木) 

９月２９日(火)

内　　　容 実　施　日 

保育園に 
あそびにきませんか 
園 庭 開 放 (時間：9:30～11:30)

子育て支援センター「どんぐりっこ」 
　　　　　　　　　(時間：9:30～11:30)

お や こ 広 場 　 ほ ほ え み  

絵 本 を 楽 し も う  

お や こ 広 場 　 ほ ほ え み  

お や こ 広 場 　 ほ ほ え み  

エ プ ロ ン シ ア タ ー  

ほ っ と タ イ ム  

 

防 犯 教 室  

お 誕 生 会 　  

う ん ど う か い ご っ こ  

９月　２日(水) 

９月　９日(水) 

９月１６日(水) 

９月３０日(水)

内　　　容 実　施　日 

子育て支援センター 

　　　「どんぐりっこ下ノ加江」 
　　　　　　　　　(時間：9:30～11:30)

三崎浦区長場 

大浜区長場 

９月　１日(火) 

９月１８日(金)

内　　　容 実　施　日 

おでかけ広場(時間：午前10:00～11:30) 

※9月の「おやこ広場 ほほえみ」は、7日、14日、28日です。 
※21日は祝日の為お休みです。 

心の健康相談 
ひとりで悩んでいませんか？ 
お気軽にご相談ください。 

☆お問い合わせ☆ 
子育て支援センターどんぐりっこ 

浜町6-22　清水保育園内　 (83)0033

８月の日程は、下記の通りです。 
　　　　　　　　　　（時間：午前10:00～11:00） 

健康推進課保健指導係　 (82)1111

※母子手帳とバスタオルをご持参ください。 
　困っていること、心配なことなどなんでも相談してください。 

※土佐清水市内での出張相談を行う場合もありますので、
　お申し込みの時にご相談ください。 
　出張相談の場合は、午後2時～3時30分まで 
 
・申込が多数の場合は、次回になることもありますので
　ご了承ください。 
・保健師・相談員による相談は、随時受け付けています。 

☆平成21年12月23日（水）午後2時30分より土佐清水市立文化会館くろし

おホールにて行われる桂文珍全国独演会ツアーのチケット販売を文化会館事

務所にて行います。入場料は全席指定の4,000円です。 

　お問合せはＮＰＯとさしみず（0880-82-2771）まで。 

９月の予定 

精神科医師による 

☆お申し込み・お問い合わせ☆ 
幡多福祉保健所 健康障害課  0880 (34) 5124

相談医：精神科嘱託医  

ぴよぴよクラブ　絵本となかよし 

ぴよぴよクラブ　ステンシル 

育 児 相 談  

大岐の浜清掃大作戦完了 
　さる7月19日、恒例の「第7回大岐の浜清掃大作戦」が市
内4団体主催のもとに行われました。 
　暑い中、早朝より各団体メンバーをはじめ、市内外か
ら集まったボランティア約220名が清掃作業に汗を流し、
本格的な夏を前に砂浜はきれいな姿を取り戻すことが
できました。 
　清掃作業に参加された皆さん、大変お疲れました。 
　　参加団体（50音順）・NPOとさしみず 
　　　　　　　　　　・大岐部落 
　　　　　　　　　　・土佐清水市連合婦人会 
　　　　　　　　　　・土佐清水市青年会議所 

きれいな砂浜を守ろう！ 

桂文珍全国独演会ツアーvol.２ 
平成21年9月13日(日)午前10時より 

チケット発売開始!!

９ 29 21

健康・福祉 



☆9月 9日(水) 
 
 
 
 

☆9月10日(木) 
 
 

☆9月11日(金) 
 
 
 
 

☆9月15日(火) 
 
 
 

☆9月17日(木)

13：00～13：40 
14：00～14：20 
14：30～14：50 
 
 
10：50～11：10 
 
 
10：45～11：00 
11：40～12：00 
14：30～14：45 
 
 
10：30～10：50 
11：00～11：15 
 
 
15：30～15：50

足 摺 岬 区 長 場  
大 浜 区 長 場  
中 浜 区 長 場  
 

 
津 呂 区 長 場  
 

 
貝ノ川浦（漁港付近） 
三 崎 浦 区 長 場  
上 野 区 長 場  
 

 
長 　 　 笹  
下　　浦（漁港内） 
 

 
大岐福祉センター 

◎天候により日程が変更になる場合があります。 
　場所がわからない時はお問い合わせください。 
お問い合わせ・市民図書館（電話82-4151） 

＜９月の移動図書館巡回予定＞ 
(区長場分のみ掲載しています)

図 書 館 

図 書 の 展 示 図 書 の 展 示 

「読書王たちのおすすめ本紹介文集」貸出中  

映　画映　画

■月　日：平成２１年９月１２日（土） 
■主　催：ＮＰＯとさしみず 
■共　催：土佐清水市教育委員会・ＴＯＨＯシネマズ高知 
■開　演：①午前１０時　②午後２時　③午後６時
　　　　（※開演はそれぞれ３０分前を予定） 
■場　所：土佐清水市立市民文化会館くろしおホール 
■入場料：一般前売　１，３００円（当日：１，８００円） 
　　　　　高校生以下前売 ８００円（当日：１,０００円） 

世界的ベストセラーを映画化したファンタジー・シ
リーズの第６弾。クライマックスを間近に控え、ヴ
ォルデモートとの対決に挑むハリーと仲間たちのド
ラマが展開する。 

■月　日：平成２１年９月２７日（日） 
■主　催：ＮＰＯとさしみず 
■共　催：土佐清水市教育委員会・ＴＯＨＯシネマズ高知 
■開　演：①午前１０時　②午後２時　③午後７時
　　　　　（※開演はそれぞれ３０分前を予定） 
■場　所：土佐清水市立市民文化会館くろしおホール 
■入場料：一般前売　１，３００円（当日：１，８００円） 
　　　　　高校生以下前売 ８００円（当日：１,０００円） 
　　　　　シニア １,０００円（当日同料金：60歳以上） 

愛する息子が遺した絵を集めるために来日したアメ
リカ人の写真家が、息子を思いながら暮らす女性と
出会い、誤解や偏見を乗り越えていく人間ドラマです。 

Tel 82-3300文化会館 

一  般  図  書 
立ち向かう者たち 
元禄秘曲 
人生に効く漱石の言葉 
アマルフィ 
f植物園の巣穴 
アダマースの饗宴 
寂しい写楽 
植物図鑑 
驚と雪 
ジパング島発見記 
日本人の知らない日本語 
自然農薬のつくり方と使い方 
酵母でつくる焼き菓子レシピ 
山で暮らす愉しみと基本の技術 
半島へ、ふたたび 
税金入門2009年度版 
いま「開国」の時、ニッポンの教育 
平成版江戸名所図会 
アラマタ人物伝 
幕末史 
絵本の本 

 
児  童・中  高  生  図  書 

武士道シックスティーン           
ダッシュ！           
ダイヤモンドブラザーズ１～５           
ドルフィン・エクスプレス           
北のはてのイービク           
くらべる図鑑(小学館の図鑑NEO+)           
星座と星座神話           
むしむしでんしゃ           
カロリーヌとネスこのゆうれい 
(他多数)  
 
市民図書館のすべての蔵書はホームページからも検索できます。 
アドレス　http://shimintosho.city.tosashimizu.kochi.jp/

 
東　直己 
高橋　義夫 
木原　武一 
真保　裕一 
梨木　香歩 
牧村　一人 
宇江佐　真理 
有川　浩 
北村　薫 
山本　兼一 
蛇蔵　他 
農文協 
林　弘子 
大内　正伸 
蓮池　薫 
小島　興一　他 
尾木　直樹　他 
永井　伸八朗 
荒俣　宏 
半藤　一利 
中村　柾子 
 
 
誉田　哲也          
五十嵐　貴久          
アンソニー・ホロヴィッツ 
竹下　文子          
ピーパルク・フロイゲン 
加藤　由子　他          
沼澤　茂美　他          
西村　繁男          
ピエール・プロブスト 

市民図書館新着図書 

市民図書館  (82) 4151

９月１日（火）～９月３０日（水） 
☆非婚化・少子化を考える本 

　2008年度に読書王になった小学生達のおすすめ本を
紹介した文集が完成し、今年も各小学校へ配布しました。 
　図書館でも貸し出ししています。 

3021 ９ 



文 芸 

日 月 火 水 木 金 土 

月 
カレンダー 
９ 市役所予定 上段 

中段 

下段 

文化会館貸館 

図書館 

犬猫保護(市役所環境課)

年金相談(市役所市民課)

犬猫保護(市役所環境課) 11：00

14：00

14：00

14：00

14：00

11：00

10：00

11：00

11：00

11：00

10：00行政相談(市役所市民室)

ハリーポッター映画(広報P30参照)

はりまや橋映画(広報P30参照)

紙芝居 

紙芝居 

読み聞かせ 

紙芝居 

11：00読み聞かせ 

祝日休館 祝日休館 祝日休館 休館　図書整理日 

映　画 

紙芝居 

総合防災訓練 

市民体育祭(硬式テニス)

映　画 

●１０月３日（土）　慶祥流日本舞踊　おさらい会 
■開　演　午後１時(開場：午後12時30分) 
■入場料　無料（※但し整理券が必要です)

◆９月の「スタインウェイピアノ」一般無料開放日 
■９月１７日（木）午前９時～午後５時 
※利用希望者は文化会館までお問い合わせください。 
☆市民体育祭の大会日程は、広報１０月号に掲載します☆ 
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～１０月初旬のお知らせ～ 
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縄
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れ
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代
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ま
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休
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つ
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逝
き
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逝
き
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に
支
え
ら
れ
つ
ゝ 

匿
　
　
名 
 

川
　
　
柳 

車
座
の
グ
ラ
ス
テ
ン
シ
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ン
高
く
揚
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元
　
町
　
だ
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・
弥
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花
幡
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の
山
路
に
み
だ
れ
咲
き 
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加
江
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一
　
人 

十
七
の
春
に
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り
て
恋
心 

下
川
口
　
井
上
美
由
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”
敬
老
の
日
“
、子
ど
も
の
頃
は
、祖

父
母
に
お
饅
頭
や
お
花
を
持
っ
て
行
く

日
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、広
辞
苑
を

引
く
と「
老
人
を
う
や
ま
う
日
」と
あ
り

ま
す
。う
や
ま
う
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な

の
だ
ろ
う
？
と
考
え
て
み
ま
し
た
。 

　
先
日
祖
父
を
見
舞
い
に
行
っ
た
時
の
事

で
す
。大
正
元
年
に
生
ま
れ
、戦
争
時
代
を

生
き
抜
き
、戦
後
の
苦
労
を
耐
え
平
和
な

現
代
を
生
き
る
97
歳
。し
か
し
時
の
流
れ

に
は
逆
ら
え
ず
日
々
元
気
が
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。普
段
は
あ
ま
り
反
応
が
無
く
な

っ
て
い
ま
す
が
、あ
る
時
急
に「
相
撲
。」「
相

撲
。」と
言
う
の
で
す
。確
か
に
隣
の
部
屋

で
名
古
屋
場
所
が
放
映
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、す
で
に
耳
も
遠
く
な
っ
た
祖
父
に
聞

こ
え
る
は
ず
も
な
く
た
だ
驚
き
ま
し
た
。

し
か
し
若
い
頃
か
ら
相
撲
が
大
好
き
で
何

を
置
い
て
も
相
撲
を
見
て
い
た
人
で
す
。

感
覚
が
覚
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。す
ぐ

に
テ
レ
ビ
を
つ
け
、結
び
の
一
番
ま
で
見

る
と
又
眠
り
に
つ
き
ま
す
。眠
る
顔
を
見

な
が
ら
、以
前
、あ
る
講
演
会
で
聞
い
た
話

を
思
い
出
し
ま
し
た
。 

　「
高
齢
化
社
会
と
は
、生
き
る
知
恵
と

パ
ワ
ー
を
持
っ
た
人
が
た
く
さ
ん
い
る

と
い
う
す
ば
ら
し
い
こ
と
。」と
。 

　
ズ
シ
ン
と
心
に
響
く
言
葉
で
し
た
。苦

労
の
上
に
あ
る
貴
重
な
話
を
も
っ
と
も

っ
と
聞
け
ば
よ
か
っ
た
と
悔
や
み
ま
す
。 

　
今
の
高
齢
者
を
と
り
ま
く
環
境
は
、医

療
や
、介
護
問
題
な
ど
大
変
な
苦
労
を
抱

え
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
、簡
単
に
言

葉
に
表
せ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
時
ば
か
り
は「
じ
い
ち
ゃ
ん
に
来
場

所
も
そ
の
次
も
ず
っ
と
相
撲
を
見
せ
て

あ
げ
た
い
。」と
た
だ
そ
れ
だ
け
を
願
っ

た
の
で
す
。 

ち
ょ
っ
と
ひ
と
い
き

ち
ょ
っ
と
ひ
と
い
き 

ち
ょ
っ
と
ひ
と
い
き

ち
ょ
っ
と
ひ
と
い
き 
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日曜営業ガソリンスタンド 

　9/　6（日） 

 

　9/13（日） 

 

 

　9/20（日） 

　9/27（日） 

 

 

10/　4（日） 

久松石油（越前町） 

橋詰石油（下ノ加江） 

カネニ石油（旭町） 

安田石油（下ノ加江） 

日新石油（三崎） 

自 由 営 業 

仙石石油（下ノ加江） 

たけだ石油（元町） 

三浦石油（三崎） 

江口石油（大岐） 

福山石油（足摺岬） 

9/　6（日） 

9/13（日） 

9/20（日） 

9/21（月） 

9/22（火） 

9/23（水） 

9/27（日） 

松谷内科 

渭南病院 

松谷病院 

渭南病院 

松谷内科 

松谷病院 

渭南病院 

栄　町 

越前町 

天神町 

越前町 

栄　町 

天神町 

越前町 

☎82-1377 

☎82-1151 

☎82-0001 

☎82-1151 

☎82-1377 

☎82-0001 

☎82-1151

総数  

男 

女 

出生 

死亡 

世帯数 

16,894 

7,897 

8,997 

6 

21 

8,144

-11 

-9 

-2 

-1 

+3 

+5

前月比 

※当直医に変更がある場合があります。 
　電話等で確かめてから行きましょう。 

当 番 医 

発 行 
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